
 

 

 

 

 

 

北広島市緑の基本計画（第 2 次） 
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資料 ２ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 



 

 

 

わたしたちのまち北広島は、石狩平野の南部に位置し、 

豊かな緑に囲まれた、四季のうつろいが美しく映えるまち 

です。 

また、本市は、昭和 61 年（1986 年）に緑のまちづくり条

例を制定し、市民の皆さんとともに花と緑による美しいま

ちづくりを進めてきました。 

 

            北広島市緑の基本計画は、平成 16 年（2004 年）に策定さ

れ、中間年である平成 25 年（2013 年）に、時点修正を基本とした改訂を行い、この

度、計画期間の目標年次を迎えたことから、社会情勢の変化や関係法令などを踏ま

え、新たな時代に応じた緑づくりの方針となる、北広島市緑の基本計画（第 2 次）

を策定いたしました。 

 

近年は、少子高齢化の進行や人口減少、成熟社会における市民の価値観の多様化

が進むなど社会情勢は大きく変化しましたが、地球温暖化をはじめとした環境問題

や生物多様性の保全、気候変動による自然災害の頻発や激化に対応した安全・安心

なまちづくりのため、緑の活用が重要となっています。 

 

 本市においても少子高齢化が一層進むことが予測され、今後の緑づくりの担い手

の高齢化や人手不足が懸念されることから、多様な主体の更なる連携により、緑に

かかわる機会づくりや協働による新たな緑づくりが求められています。 

 令和 5年（2023 年）にはボールパークの開業が予定されており、緑による景観づ

くりなど、緑をまもり、つくり、育てることが、これまで以上に求められています。 

 

 計画の推進にあたっては、緑の量を確保する時代から質を向上する時代に入って

いる昨今、市民がいつまでも緑は豊かだと感じることができる緑づくりが実現でき

るよう、前計画から引き継いだ緑の基本理念である「緑を愛する市民が住み、緑と

人がともに育ち交流するまち」を実現し、次の時代へしっかりと引き継いでいける

よう、全力を挙げて取り組んでまいりますので、皆様の一層のご理解、ご協力をお

願い申し上げます。 

 

 結びに、本計画の策定にあたり、アンケートやパブリックコメントなどを通じて、

貴重なご意見やご提言をいただきました市民の皆様はじめ、「緑のまちづくり審議会」

委員の皆様、また、ご協力いただきました全ての皆様に心から感謝を申し上げます。 

 

 

令和  年（  年） 月 

北広島市長 上 野 正 三 

市長写真 

市長あいさつ文 
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基づく 整合 

第 1章 緑の基本計画について 

1 緑の基本計画とは 

 緑の基本計画とは、都市緑地法第 4条に基づき、都市計画区域＊を有する市町村におい

て、都市における緑地の適正な保全及び緑化の推進に関する措置です。 

北広島市緑の基本計画(以下「緑の基本計画」という。)は、環境保全、防災、景観、レ

クリエーションといった多様な機能をもつ都市の緑の保全と創出を図りながら、やすら

ぎとうるおいのある快適な生活環境を有するまち北広島をめざし、まちづくりの主体で

ある市民、事業者、森林等土地所有者、行政の共通の「緑のまちづくり」の指針となるも

のです。 

 

2 北広島市のさまざまな計画の中で、緑や水の環境づくりを担う計画です 

  緑の基本計画は、北海道が策定した「北海道みどりの基本方針」に基づき、北広島市          

総合計画（第 6 次）＊を上位計画として、北広島市都市計画マスタープラン（第 2 次）＊、

第 3次北広島市環境基本計画＊などの各分野の計画との整合のもとに定められ、これらが

一体となって、本市のめざす緑の将来像の実現に向け総合的に取組むこととなります。         

 また、この緑の基本計画は、国や道の計画と整合を図りながら、具体の様々な計画を           

策定する際の指針となります。 
 

図表 1. 北広島市緑の基本計画の位置づけ 

                                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国（政策・法制度など） 

持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ） 

生物多様性基本法 

都市の低炭素化の促進に関する法律 

など 

根拠法  

 

 

都市緑地法 

都市公園法 

北海道（関連計画など） 

 

 

 

 

           

 

指針 

  
札幌圏都市計画区域の整備、開発及
び保全の方針  
国土利用計画（北海道計画） 

北海道総合計画       など 

北海道自然環境等保全条例 

北海道みどりの基本方針 

北広島市 

 

                    即す 

 

 

    適合                                   

北広島市総合計画（第6次） 

 

北広島市都市計画マスタープラン 

（第2次）【 北広島市立地適正化計画 】 

第 3次北広島市環境基本計画 

北広島市都市景観形成基本計画 

など 

北広島市緑の基本計画（第 2次） 

理念の反映 

北広島市緑のまちづくり条例 

都市計画法その他関係法令の適用を受ける土地の区域で、中心の市街地を含み、か
つ自然的・社会的条件、人口・土地利用・交通量などの現況・推移を勘案し、一体
の都市として総合的に整備、開発及び保全する必要がある区域。 
 
市町村の基本構想及び基本計画などの総称。 
 
市町村の都市計画に関する基本的な方針の総称。 
 
総合的な環境の保全と創造を示した計画。 
 
 

＊都市計画区域 
 
 
 
＊北広島市総合計画（第6次） 
 
＊北広島市都市計画マスタープラン（第2次） 
 
＊第3次北広島市環境基本計画   
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3 令和 12 年度（2030 年度）を見据え、都市の生活に必要な緑を扱う計画です 

緑の基本計画における計画期間は、緑豊かな都市づくりを進めるために、本市総合計

画や都市計画マスタープランにおける計画期間を勘案し、令和 3 年度（2021 年度）から

令和 12 年度（2030 年度）までの 10 年間とします。 

 

4 緑の定義 

本計画で対象とする緑は「北海道みどりの基本方針」に基づき、都市緑地法で規定される         

「緑地」とします。 

 

      都市公園 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・都市公園法で規定するもの 

                         都市公園以外 ・・・都市公園を除く公共空地、国民公園、 

                         で公園緑地に    自転車歩行者専用道路、歩行者専用 

                         準ずる機能を    道路、地方自治法設置又は市町村条 

                         持つ施設      例設置の公園、公共団体が設置してい 

                                     る市民農園、公開している教育施設 

                                      （国公立）、河川緑地、港湾緑地、 

                                     農業公園、児童遊園、公共団体が設 

                                     置している運動場やグラウンド、こどもの 

                                     国、等   

                         公共公益施設 ・・・学校の植栽地、下水道処理場等の付 

                         における植栽    属緑地、道路環境施設帯及び植樹帯 

                         地等         その他の公共施設における植栽地、等 

 

                     ・ ・・・市民緑地、公開空地、市民農園（上記以外）、一時開放広     

                          場、公開している教育施設（私立）、市町村と協定等を結び    

                          開放している企業グランド、寺社境内地、民間の屋上緑化 

                          空間、民間の動植物園、等 

 

      法による地域 ・・・・・特別緑地保全地区（都市緑地法）、風致地区（都市計画法） 

                   生産緑地地区（生産緑地法） 

                   近郊緑地保全区域（首都圏近郊緑地保全法他） 

                   近郊緑地特別保全地区（首都圏近郊緑地保全法他） 

                   歴史的風土保存区域（古都保存法） 

                   歴史的風土特別保存地区（古都保存法） 

                   自然公園（自然公園法）、自然環境保全地域（自然環境保全法） 

                   農業振興地域・農用地区域（農業振興地域整備法） 

                   河川区域（河川法） 

                   保安林区域（森林法）、地域森林計画対象民有林（森林法） 

                   保存樹・保存樹林（樹木保存法） 

                   史跡・名勝・天然記念物等の文化財で緑地として扱えるもの（文化 

                   財保護法）等 

      協定 ・・・・・・・・・・・・緑地協定（都市緑地法）  

      条例等によるもの ・・・・・・条例・要綱・契約、協定等による緑地の保全地区や緑化の協 

定地区、樹林地の保存契約、協定による工場植栽地等 

※ 農地であるものを含む 

公共施設 

緑   地 

民間施設 

緑   地 

都市公園 

以   外 

施

設

緑

地 

 

緑

地 

地

域

制

緑

地 
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5 緑の機能 

  本市の緑は、以下に示すとおり「環境保全系統」、「レクリエーション系統」、「防災系

統」、「景観構成系統」の 4系統に分類でき、多様な分野においての機能を担っています。 

 

 

図表 2. 緑の主な機能 

 

  

循環型社会の形成 

 

環境保全系統 
 
人と自然が共存する

都市環境 

 
レクリエーション 
系統 
 
変化に対応した余暇

空間 

 

防災系統 
 
災害防止、避難場

所、救援活動拠点な

どの機能 

 

景観構成系統 
 
四季の変化、うるおい

のある美しい景観 

風格のある都市景観 うるおいある都市景観 

資料：北広島市緑の基本計画（第 1次） 

生物の生息環境 運動・遊びの場 散策・自然学習の場 

気候緩和、大気浄化 休養・休息の場 

流量の調整、洪水の防止 自然景観の構成 

災害時の避難場所 延焼の遅延や防止 
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6 策定の背景と目的 

北広島市では、多様な機能を持つ都市の緑の保全と創出を図りながら、やすらぎとう                
るおいのある快適な生活環境を有するまちをめざし、平成 16年（2004 年）に緑の基本計
画（第 1次）が策定され、中間年である平成 25年（2013 年）に時点修正を基本とした改
訂を行いました。 
 この度、目標年次を迎えるにあたり、社会情勢の変化や関係法令などの背景を踏まえ、
新たな時代に応じた緑づくりの方針として策定するものです。 
 

（1）社会情勢の変化 

   平成 16 年（2004 年）3月に緑の基本計画が策定されてから 16 年が経過し、その間、                                              
 少子高齢化の進行や人口減少、成熟社会における市民の価値観の多様化が進むなど、                                                 
社会情勢は大きく変化しました。                                  
また、地球温暖化をはじめとした環境問題や生物多様性＊の保全、気候変動により

懸念される水害や土砂災害などの自然災害の頻発や激化に対応した安全・安心なまち
づくりなどの観点から、市民の環境志向がより高まっており、国においてもこれらの
課題解決には多様な主体が連携した共助による地域づくりが重要とされています。 
 

（2）関係法令、上位計画等の動向 
   都市緑地法では、都市公園＊の活性化に向けた民間活力の活用や、地域住民等多様                                                      
  な主体によるみどりの利活用の促進を図ることが明記化されています。                                                        
    農地法関連では、農地の利活用による都市の貴重な緑としての保全を図ることが示                                             
 されています。 
  また、平成 22 年（2010 年）の生物多様性条約第 10 回締約国会議（ＣＯＰ10）にお                                                                                                                               
 いて、生物多様性の確保に向けて緑の再生、保全、創出等の取組みの重要性が示され                                 
たことをうけ、令和 2年（2020 年）10 月には、生物多様性条約第 15 回締約国会議                                             
（ＣＯＰ15）において、ポスト愛知ターゲット＊が掲げられる予定でしたが、令和 3
年（2021 年）に延期されることとなりました。                                                            

  さらには、平成 27年（2015 年）の国連総会において採択された「持続可能な開発
のための 2030 アジェンダ＊」において、持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）＊が示され、
緑の立場からもこれらの目標達成をめざすことを通じて、経済・社会の諸課題の同時 
解決につなげることが重要とされています。 
 

（3）本市の緑に関する動向 
  本市においても、少子高齢化が一層進むことが予測される中、北広島市にふさわし
いコンパクト・プラス・ネットワーク＊を進めるため、立地適正化計画＊（平成 31年 
4 月公表）などに基づき、市の有するポテンシャルを生かした課題解決を目指してお
り、持続可能な住みよいまちの実現において、多様な視点により緑の活用が重要とな 
っています。 

  あわせて、人口減少等が進む中、今後の緑づくりの担い手についても高齢化や人手
不足が懸念されることから、多様な主体の更なる連携により、緑にかかわる機会づく 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自然の生態系を構成する動物、植物、微生物などが豊かな生物種の多様性とその遺伝子の多様性
など、さまざまな多様性を持つ生態系概念。 

P64都市公園の分類参照。 

2010年に名古屋市で開催したCOP10で採択された「愛知目標」が、2020年で最終年をむかえた
ことから、COP15において定める目標。 

実施すべき計画。特に、国際的な取り組みについての行動計画。 
 
英語のSustainable Development Goals（持続可能な開発目標）の略。2015年9月の国連サミ
ットで採択された2030年までの国際目標であり、持続可能な世界を実現するための17のゴー
ル・169のターゲットから構成されている。 

市全体からみて市街地を集中的にまとめるのではなく、5つに分かれている市街地を適切な規模に
設定し、集積を高めることにより広がりを抑え、利便性の高い市街地を形成するという考え方。 
 

居住機能や医療・福祉・商業、公共交通等のさまざまな都市機能の誘導により、都市全域を見渡し
た計画であり、都市計画マスタープランの一部としてみなされます。 

＊生物多様性 
 

＊都市公園 

＊ポスト愛知ターゲット 

＊アジェンダ 
 
＊持続可能な開発目標（SDGｓ） 

 
 

＊北広島市にふさわしいコンパ
クト・プラス・ネットワーク 

 

＊立地適正化計画 



 

第 1章 緑の基本計画について 

6 

 りや、協働＊による新たな緑づくりが求められています。 

  また、効率化・効果的な都市基盤整備を進めてきましたが、多くの都市公園が整備                                                                                      

後 30 年を以上経過していることから、遊具やその他の公園施設について、計画的か                         

つ計画的かつ効率的な維持管理を推進していく必要があります。一方で、長期未整備 

であった、きたひろしま総合運動公園予定地に、平成 30 年（2018 年）10月に新球場 

の建設が正式決定し、令和 5年（2023 年）にボールパーク＊の開業が予定されている 

ことから、ボールパークやその周辺、アクセス拠点となるＪＲ北広島駅西口周辺の土 

地利用において、緑による景観づくりが期待されています。 

  さらには、平成 30年（2018 年）9月に発生した北海道胆振東部地震により被災し

た大曲並木地区は、緑の活用も含めた早期復旧が求められています。 

     

7 市民の意見を参考とし素案・原案へ 

 計画づくりにあたっては、令和元年度に実施した北広島市の緑に関するアンケート調 

査や、同時期に策定した北広島市総合計画等の計画作成資料を基に、緑に関する意見等 

を把握・整理し、内容検討の会議を重ね素案をまとめました。その後、関係機関等と協 

議・調整を行い原案の作成、市民へのパブリックコメント＊を実施したのち、緑のまちづ 

くり審議会へ諮問・答申を経て、本市の計画として決定し公表しました。 
 

図表 3. 改訂フロー図           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 北広島市緑のまちづくり審議会 

（計画案諮問） 

北広島市緑のまちづくり審議会 

（計画案答申） 

北広島市緑の基本計画（第 2次） 

庁議決定 

公    表 

検討事項 

●計画の進捗状況の点検 
 

●課題の整理・今後の緑の

あり方について検討 
 

●基本方針及び目標の策定 
 

●第 2 次（原案）の策定 

 

 

 
意見 

パブリックコメント 

意見 

 
北広島市緑のまちづくり審議会 

報告 
市議会 

多様な活動団体や組織が、同じ目標を共有し、それぞれの特性を生かし、対等の立場で協力し共に活動
すること。 

きたひろしま総合運動公園に整備される、35,000人収容規模の新球場を核とした地域の総称。 

政策等の案を広く公表して市民の皆様から意見を募集し、その意見を参考にして政策等の意思決定を行

うとともに、意見に対する市の考え方を公表する一連の手続き。 

＊協働 

＊ボールパーク 

＊パブリックコメント 

 

 



 

                          

7 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 2章 

北広島市の緑の特性と

課題 



 

                         第 2章 北広島市の緑の特性と課題 

8 

第 2章 北広島市の緑の特性と課題 

2-1  北広島市の緑の特性 

（1）都市形成 

 ① 開拓期の北広島と緑 

    本市の都市形成は、広島県からの入植による中の沢の農地の開墾と、札幌と室蘭を 

結ぶ札幌本道（国道 36号）沿道の集落形成などから始まりました。 

    本市の森林は、農業の水源涵養林＊や薪炭材の供給源として大切にされてきました。

特に特別天然記念物野幌原始林＊を含む国有林は、農業の水源確保等のため現在まで

残されてきた経緯があります。  

    国指定史跡の旧島松駅逓所＊は、札幌本道（国道 36 号）沿いに設置され、交通の要 

衝として重要な役割を果たした場所であり、クラーク記念碑＊や寒地稲作発祥の地の

碑＊とともに、北広島の歴史を物語る場所となっています。 

 

 ② 市街地のなりたちと緑 

   本市は高度成長期の昭和 40 年代から道央圏の中でも都市化が急速に進んだまちの                        

一つとなり、道営北広島団地をはじめとして、多くの住宅地が造成されてきました。し

かし、その発展の陰には、多くの樹林地が失われてきたことも忘れてはなりません。 

現在では、中央に位置する国有林を囲むように東部、西部、大曲、西の里、北広島団 

地の 5つの地区があり、その外側に農地や森林が広がっています。  

 

 

旧島松駅逓所                          国有林 

 

  

 

＊水源涵養林 

 

＊特別天然記念物野幌原
始林 

＊旧島松駅逓所 

 

＊クラーク記念碑 

 

＊寒地稲作発祥の地の碑 

 

水源を保ち育て，河川流量を調節するための森林。 雨水を一時に流出させず，常に一定量をたくわえる
ので水資源の確保や水害防止に役立っている。 
 

国宝及び重要文化財指定基準並びに特別史跡名勝天然記念物及び史跡名勝天然記念物指定基準により定
められ、北広島市西の里外に存在している。 

駅逓所は、人馬を設置し、荷物や文書を引き継いで輸送していく中継所のこと。島松駅逓所は、明治6年
（1873年）、札幌本道（国道36号）開通の際、沿道の島松に設置された。道内に残る最古の駅逓所とし
て、昭和59年（1984年）に国指定史跡となった。 
 
札幌農学校教頭W.S.クラークが明治10年（1877年）4月に帰国の際、「ボーイズ・ビー・アンビシャス」
の言葉を残した地である、旧島松駅逓所のそばに建つ記念碑。 
 

不可能と言われた北海道での稲作を成功させた中山久蔵の功績を讃えて建つ記念碑。寒地稲作の祖と呼
ばれており、その功績を現代に伝えている。 
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（2） 本市の現況     

① 位置、地勢     

   本市は石狩平野の南部に位置す 

る周囲 52.5ｋｍ、119.05k ㎡の都 

市です。 

   市の北西は札幌市、北は江別市、 

東は千歳川をはさんで長沼町と南 

幌町に、南は恵庭市に接していま 

す。 

   地形は、市域の南西部にある島 

松山から、北東方向に標高 100ｍ 

前後の緩傾斜面が広がっており、 

千歳川流域の平地に連なっていま 

す（図表 4）。 
 

 

② 人口推移 

本市の人口の推移は、平成 19 年までは増加傾向にありましたが、平成 20 年以降は 

減少傾向にあり、平成 27 年 10 月 1 日現在の国勢調査における人口は 59,064 人となっ 

ています（図表 5）。また、平成 27 年の総人口に対する 65歳以上の人口割合は 29.0％ 

で増加傾向にあり、15歳未満の年少人口は 12.2％と減少傾向にあることから、少子高

齢化が進行しています（図表 6）。 

 

               

 

    

 

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

S45 S50 S55 S60 H2 H7 H12 H17 H22 H27

0%

20%

40%

60%

80%

100%

S45 S50 S55 S60 H2 H7 H12 H17 H22 H27

65歳以上

15歳～64歳

0～14歳

図表 6. 年齢別人口構成比の推移 

図表 5. 人口の推移 

 

資料：国勢調査 

資料：国勢調査 

図表 4. 北広島市の位置 
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③ 土地利用・都市計画 

令和元年度の本市における地目別面積割合でみると、山林が30.1％、田・畑が17.4％、 

宅地が 10.3％を占めています（図表 7）。また、行政区域全体が都市計画区域に指定 

されており、その内市街化区域＊面積は 1,765ｈa で 14.8％を占めています（図表 8）。 
 
 

 

 

 

(3) 緑の現況 

① 広域的な緑の現況 

  令和元年度における、本市の緑地の面積は、都市計画区域で 7,661ｈa(都市計画区域

全体の 64.6％)、市街化区域で 344ｈa(市街化区域全体の 19.9％)となっています。 

北広島市の緑を広域的な視点で 

 見ると、札幌方面から恵庭に連な 

る山地の緑地や野幌森林公園から 

国有林、南の里の森につながる平 

地の緑地、輪厚川や島松川など河 

川の緑地に分かれます。 

  これら平地の緑地、山地の緑地、 

 河川の緑地が連なり野幌森林公園 

 から支笏湖方面につながる大きな 

緑の軸の一部を形成しています。 

また、札幌市との境界で環状グリ 

ーンベルト＊の一部となっている大 

曲川や江別市との境界に広がる野 

幌森林公園など、他市の緑づくり 

の動向に配慮すべき緑もあります 

（図表 9）。 
 
 

 

 

田・畑

17.4%

山林

30.1%

牧場

0.6%
池・沼

0.1%

原野

6.0%

雑種地

15.6%

宅地

10.3%

その他

18.3%

公園・緑地

1.6% 区  分 面積(ha) 

市街化区域 1,765 

市街化調整区域 10,140 

都市計画区域 11,905 

行政区域 11,905 

 

図表 9. 石狩圏域の緑の現況 

 

図表 7. 地目別面積割合 

 

図表 8. 都市計画の区域区分 

 

＊市街化区域 

＊環状グリーンベルト 

都市計画区域内で、すでに市街地を形成している区域及びおおむね10年以内に優先的かつ計画的に市街化
を図るべき区域。 

札幌市の自然条件を活かしながら、拠点となる公園を配置し、札幌のまちをみどりの帯で囲む構想。 

令和 3年 4月 
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② 森林など面的な緑の状況 

  本市の市街地の外側に広がる仁別・三島の森や南の里の森及び特別天然記念物野幌 

原始林を含む国有林は、それぞれ 100ｈaを超える大規模な森林であり、地球温暖化の

防止や野生生物(動物、植物、菌類)の生息環境の形成などの生物多様性の保全ととも

に、保水機能による災害の防止などに役立っています。 

  3 つの大規模な森林の間には、比較的小規模な樹林地や農地が分布しています。 

  本市の森林や樹林地については、全体の約 65％が私有林で占められています（図表 

10）。これら私有林の一部は、法や条例等の地域指定により保全されていますが、部分 

的に資産的所有となっている森林があるため、森林環境譲与税＊などを活用するなど、 

適正な森林整備を図ることが必要となっています。 

 

 

 

 

 ③ 公園や緑地など施設緑地の状況 

  市街地では公園や緑地の計画的な整 

 備が進められています（図表 11）。 

また、市内各地では、北広島レクリ 

 エーションの森をはじめとしてスキー 

場、ゴルフ場など様々なレクリエーシ 

ョン施設があります。  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

北広島市

石 狩 市

恵 庭 市

千 歳 市

江 別 市

札 幌 市

小 樽 市

国有林

道有林

市有林

その他

（含、私有林）

野球場 1 体育館 7 

多目的広場 3 ゴロッケーコース 6 

テニスコート 15 スキー場 2 

パークゴルフ場 6 歩くスキーコース 3 

ゴルフ場 8 サイクリングコース 2 

水泳プール 7 ゴルフ練習場 5 

キャンプ場 1 市民農園 6 

文化施設 1   

 

図表 11. 北広島市のレクリエーション施設 

 

図表 10. 北広島市と他都市の所有別森林割合 

資料：北海道林業統計 

適切な森林の整備等を進めるために、国から市町村や都道府県に対して譲与されるもの。令和元年度（2019
年度）から譲与が開始された。 
 

 

＊森林環境譲与税 
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④ 身近な緑が豊かなまち 

  本市では、市街地の周辺に豊かな樹林地が多く、西の里白樺林などは自然にふれあ

える身近な樹林地として市民に親しまれています。 

  また、幹線道路等の沿道やＪＲ沿線では、豊かな緑の景観を楽しむことができます。

しかし、市街地周辺の緑が豊かな一方で、林地開発＊で伐採される樹林地があるなど問

題も抱えています。 

 

 

⑤ 緑づくりの取り組みの現況 

  現在は、価値観の多様化など緑に対するニーズの変化や、身近な地域から地球規模

までの環境問題や災害対策への関心が高まっています。 

  また、少子高齢化の進行により公園においては、多様な機能の充実が求められてい

ます。 

緑の保全に向けた行政の取り組みとしては、仁別・三島の森を取得し水源涵養保安

林＊に指定するとともに、南の里の森を特別緑地保全地区＊に指定しています。 

  緑化の取り組みとしては、条例による民間施設における緑化に関する協議や、花の

まちコンクール、花いっぱい運動、オープンガーデン＊、平成 20 年度からは公園里親

制度＊を導入し、施設に愛着をもって清掃美化や草刈りを行うなど、地域のボランティ

ア団体との協働のもと緑づくりを行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

森林を伐採し、畑、駐車場、砂利採取等のための土地の形質変更を行う行為。 

水源を保ち育て，河川流量を調節するための森林。 雨水を一時に流出させず，常に一定量をたくわえるの
で水資源の確保や水害防止に役立っている、森林法第25条第1項第1号に規定される森林。 

都市における良好な自然的環境となる緑地において、建築行為など一定の行為の制限などにより現状凍結
的に保全するため、都市計画法における地域地区として、市町村（10ha以上かつ２以上の区域にわたるも
のは都道府県）が計画決定を行う。   

個人やお店などが自分で手入れしている庭を一定の期間公開すること。 

市民や町内会、企業、学校などが、公園を養子にみたてて、愛情と責任を持って清掃、美化する制度。 

 

＊林地開発 

＊水源涵養保安林 

＊特別緑地保全地区 

 

＊オープンガーデン 
 
＊公園里親制度 

オープンガーデン 花いっぱい運動 
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（4） 緑地の現況量 

本市の緑地の現況量は、以下のとおりとなっています。 

 

  

箇所 ha ㎡/人 箇所 ha ㎡/人

街 区 公 園 84 22.00 3.89 86 22.39 3.83

近 隣 公 園 13 32.87 5.81 14 44.78 7.67

地 区 公 園 1 4.09 0.72 1 4.09 0.70

総 合 公 園 1 47.80 8.45 1 47.80 8.18

運 動 公 園

99 106.76 18.86 102 119.06 20.39

風 致 公 園

動植物公園

歴 史 公 園

墓         園 1 30.89 5.29

そ   の   他

4 0.69 0.12 4 0.69 0.12

113 95.39 16.85 115 97.13 16.63

2 9.26 1.64 4 21.07 3.61

218 212.10 37.47 226 268.84 46.03

2 2.97 0.52 4 45.13 7.73

91 44.66 7.89 122 64.83 11.10

49 8.26 1.46 50 14.52 2.49

200 15.72 2.78 200 15.72 2.69

342 71.61 12.65 376 140.20 24.01

560 283.71 50.13 602 409.04 70.04

8 1,486.22 254.49

6 6.31 1.08

1 2.30 0.41 10 27.49 4.71

20 5.73 1.01 28 10.65 1.82

21 8.03 1.42 52 1,530.67 262.10

581 291 .74 51 .54 654 1,939.71 332 .14

1 183.10 31.35

3 12.30 2.17 9 236.60 40.51

1 5.72 1.01 5 1,405.46 240.66

1 62.25 11.00 1 3,708.00 634.93

2 62.35 10.68

1 116.00 19.86

1 1,705.30 292.00

5 80 .27 14 .18 20 7,416.81 1,270.002

6 190.17 32.56

2 1.33 0.23 2 1.33 0.23

113 19.44 3.43 150 39.19 6.71

115 20 .77 3 .67 158 230 .69 39 .50

-5 .72 -1224.02

       　　　   地域制緑地総計 120 95 .32 16 .84 178 6,423.48 1099 .91

-43 .04 -701 .85

701 344 .02 68 .39 832 7,661.34 1432 .05

人

人

ha

ha

％

％

㎡/人

㎡/人(住民一人あたり面積) 都市公園等 70.0

緑地の確保現況(％)
市街化区域面積に対する割合 19.9

都市計画区域面積に対する割合 64.6

都市公園等の現況(㎡/人) 都市公園 46.0

市街化区域人口 56,600

都市計画区域人口 58,400

面積(ha)
市街化区域面積 1,726

都市計画区域面積 11,854

その他条例によるもの

    条例等によるもの計

    地域制緑地間の重複

　　　　　　　　　　　　　　       地域制緑地間の重複

             　　 施　設　緑　地　・　地　域　制　緑　地　総　計

人口（万人）

旧島松駅逓所、野幌原始林

野幌森林公園

農振・農用地区域

       法によるもの計

道条例による保全緑地

市条例による保全緑地

              施設緑地合計

緑地保全地区

風  致  地  区

河  川  敷  地

保    安    林

地域森林計画対象民有林

    公共施設緑地計

   都市公園等計

ゴルフ場

市民農園

ゴルフ練習場、パークゴルフ場

寺社境内地、教育施設

  民間施設緑地計

都市公園計

レクの森屋外公共施設緑地

市公共施設植栽地、公営住宅プレイロット等

道   路   樹   林   地

自・歩  道　用  道  等

広    域    公    園

緩    衝    緑    地

都    市    緑    地

緑                   道

都        市        林

国の設置によるもの

住区基幹公園

都市基幹公園

基幹公園計

特殊公園

広    場    公    園

緑地種別

現況（令和元年度）

市街化区域 都市計画区域

図表 12. 北広島市の緑地の現況量 
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2-2  北広島市の緑の課題 

   ここでは、緑の機能（環境保全系統、レクリエーション系統、防災系統、景観系統、）

の視点から、本市の緑の課題を整理します。 

 

(1) 環境保全系統 

     ○自然環境に対する取組みの方向性としては、人間の生活が制約されない程度に、 
様々な生物が生育できる環境の整備、また、自由意見の中で樹林地の保全が、ア 
ンケート結果からうかがえます。 

  
【設問】生物多様性の保全のための生態系や自然環境に対する取組みの方向性に 

ついて、あなたのお考えに近いものを 1 つ選んでください。 

 
 

    ○関係法令（都市緑地法、都市公園法、都市の低炭素化の促進に関する法律、森林 
       環境税及び森林環境譲与税に関する法律、養蜂振興法など）等の制定、改正があり 
      ました。 

 
    ○ボールパークの開業により増加する交通需要に対応するため、アクセス道路の整備が 
      行われます。 

 

【課題】 
   

●国有林、富ヶ岡の森、南の里の森、仁別・三島の森は、緑の軸の骨格となっており、地 
球温暖化の防止、二酸化炭素の吸収、大気浄化といった環境改善や、生物多様性の 
確保のため保全する必要があります。また、野生生物による農作物への被害等に対す 
る、適切な対策を講じる必要があります。 
 

   ●河川や市街地周辺の樹林地、他市との境界にある樹林地は野生生物のすみかや移動 
経路となっていますが、その大部分は私有林が占めていることから、森林環境譲与税な 
どを有効に活用するなど、適正な森林整備を図る必要があります。 
 

   ●公園や市街地周辺にある樹林地は、良好な住環境をもたらす緑として守るとともに、そ 
の機能や役割、恵みを生かす取組が必要です。 
 

    ●ボールパークへのアクセス道路周辺における動植物の生息・生育空間を確保するため、
自然環境及び森林を保全する取組が必要です。 

58.4%25.9%

3.0%
8.9%

3.8%

人間の生活が制約されない程度に、様々な生物が生育できる環境の整備に努めることが望ましい

人間の生活がある程度制約されても、様々な生物が生育できる環境の整備や保全を優先するべきである

人間の生活の利便性を確保するためなら、様々な生物が生育できる環境は損失してもやむを得ない

分からない

無回答
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(2) レクリエーション系統  

   ○身近な公園に対して、不満はないが一番となっていますが、遊具・施設等が少ない、 
休憩できる場所がないといった不満も、アンケート結果からうかがえます。 
 

【設問】あなたのお住まいの周辺の公園について、不満に思うことはありますか。 

あてはまるものをすべて選んでください。 

   

○都市公園法の一部改正により、公募設置管理制度（Ｐａｒｋ‐ＰＦＩ）＊が創設されました。 
 
○平成 30年（2018 年）10 月に新球場の建設が正式決定し、令和 5年（2023 年）に 
ボールパークの開業が予定されています。 
 

【課題】 
 
●北広島レクリエーションの森＊を中心とした地区は、5 つの地区の交流を促すレクリエーシ 

   ョンの拠点と して活用していく必要があります。 
  
●公園施設については、今後益々老朽化が進行することによる維持管理費の増加が予想 
されますが、子どもから高齢者までが快適で安全に、だれもが利用できる公園を維持する 
ため、北広島市公園施設長寿命化計画＊に沿った機能保全及びライフサイクルコスト＊ 

の縮減に努める必要があります。また、適正配置や機能集約による機能の充実を図るた 
め、今後検討が必要です。 
 

●より魅力ある公園をめざすために、公募設置管理制度（Ｐａｒｋ‐ＰＦＩ）等の導入など民間事 
業者と連携する必要があります。 
 

●市街地周辺の樹林地は、身近な自然に親しめる緑として活用していく必要があります。 
 
●ボールパーク及びその周辺においては、自然との調和やサイクリングネットワーク＊との連 
携により、教育やライフスタイルの充実に繋がる魅力あるレクリエーション施設をめざす必 
要があります。 
 

   ●東の里遊水地＊における利活用施設の整備を推進する必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

15.2%

20.4%

10.3%

14.7%

14.0%

20.2%

5.7%

6.2%

30.9%

11.3%

5.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

樹木の管理が不十分

遊具・施設等が少ない

遊具・施設等が老朽化している

公園が狭い

運動の場となる公園が少ない

休憩できるような場所がない

治安が悪い

周りに身近な公園がない

不満はない

その他

無回答

平成29年（2017年）の都市公園法改正により新たに設けられた制度。飲食店、売店等の公園利用者
の利便の向上に資する公募対象公園施設の設置と、当該施設から生じる利益を活用してその周辺の
園路、広場等の一般の公園利用者が利用できる特定公園施設の整備・改修を一体的に行うものを、
公募により選定する制度。 

林野庁が全国の国有林の中から、広く国民に森林レクリエーションの場として提供している森林。
北広島レクリエーションの森は、江別市から北広島市に広がる野幌丘陵地に存在しており、森林ス
ポーツ林に区分されている。 

計画的な各公園施設の補修、更新を目的とし、公園施設状況の把握、安全面の確保、効率的・効果的
な施設の維持管理を実施する計画。 

製品や構造物がつくられてから、その役割を終えるまでにかかる費用をトータルでとらえたもの。 

道道札幌恵庭自転車道線を軸に、近隣市町や市内のレクリエーション施設などを歩行者・自転車道
路で結ぶネットワーク。ただし、全ての路線が自転車歩行者専用道路というわけではなく、一般道
路を利用する路線を含む。。 

千歳川流域の水害対策として、洪水時に、河川から水を流入させて一時的に貯留し、流量の調節を
行うため、本市の東の里地区に整備された治水対策施設。 

＊公募設置管理制度(Park‐PFI) 

 
 

＊北広島レクリエーションの森 
 

＊公園施設長寿命化計画 

＊ライフサイクルコスト 

＊サイクリングネットワーク 

 

＊東の里遊水地 
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(3) 防災系統 

○河川の増水を防ぐ源流及び流域の保水機能を有する緑、土砂災害等を防ぐ機能を 
持つ保安林や丘陵傾斜地の樹林地などの保全、避難場所・避難路の役割を果たす 
緑地の充実に関して、期待されていることが、アンケート結果からうかがえます。 
 

    ○近年の全国各地で、これまでにない豪雨や土砂災害が生じていることへの備えが必 
要です。 
 
【設問】今後、あなたは北広島市の緑への取組に期待するものはどのようなことですか。 

お考えに近いものを 1 つ選んでください。    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    【課題】 
  
●自然災害による被害を低減するために、河川の源流や流域にある樹林地等の保全や、 
整備などの治山・治水対策の必要があります。 
 

●丘陵傾斜地の樹林地は、土砂崩れを防ぐ緑として守る必要があります。 
 
●公園や緑地、街路樹、学校などの公共施設敷地については、避難場所や避難路、延 
  焼遮断の緑地として緑を確保していく必要があります。 
 
●グリーンインフラ＊を活用した防災・減災対策に係る取組を進める必要があります。 

 

 

 (4) 景観構成系統 

    ○国有林や南の里の森等は景観形成の構成要素となる重要な緑となっています。 
 

○国指定史跡である旧島松駅逓所が存在しています。 
 

    ○アンケートにおいて自然環境を壊さず緑を大切にしてほしいという自由意見が多いです。 
 

【課題】 
 
●国有林、南の里の森、仁別・三島の森は、景観の基礎として保全していく必要があります。 
 
●旧島松駅逓所周辺は、本市の歴史を伝える重要な地区として、旧島松駅逓所保存活 
用計画＊に基づき、自然環境に配慮した整備を進める必要があります。 
 

●幹線道路や JR沿線から見える大小の樹林地は、自然・田園景観を構成する要素とし 
て、守り育てていく必要があります。また、ＪＲ北広島駅からボールパークにかけては、緑 
による景観づくりなどにより、本市の顔としての魅力を高めていく必要があります。 

 
 
 

45.4%

49.5%

48.2%

26.0%

23.9%

24.5%

11.9%

10.1%

12.1%

2.9%

2.6%

2.6%

0.6%

0.5%

1.5%

7.4%

7.7%

5.7%

5.9%

5.7%

5.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

河川の増水を防ぐ源流、流域

の保水機能を有する緑の保全

土砂災害等を防ぐ機能を持つ

保安林や丘陵傾斜地の保全

避難場所・避難路の役割を

果たす緑地の充実

期待する やや期待する どちらともいえない

あまり期待しない 期待しない わからない

社会資本整備や土地利用等のハード・ソフト両面において、自然環境が有する多様な機能（生物の生息・
飼育の場の提供、良好な景観形成、気温上昇の抑制等）を活用し、持続可能で魅力ある国土づくりや地域
づくりを進めるもの。 

国指定史跡である、旧島松駅逓所の今後の保存と活用を将来的に考えた計画。 

＊グリーンインフラ 

 

＊旧島松駅逓所保存
活用計画 
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2-3  制度上、体制上の課題 

(1) 緑に対する市民の関心を喚起すること 

 ○市民は、自宅周辺の緑は豊かだと感じ、将来も大切にしたい意向がある一方で、緑の 
量については、「増えた」より「減った」という意見がアンケート結果からうかがえます。 
 

【設問】あなたのお住まいの周辺は緑が豊かだと感じますか。 
 

    【設問】あなたのお住まいの周辺の緑の量は、住み始めた頃と比べてどう変化している 
           と感じますか。 
     

  

 
 

 ○自宅の緑化への取組など一部では緑づくりが盛んになっていますが、アンケート結果 
から緑づくりへの市民参加の広がりはまだ十分とは言えません。 
 
【設問】あなたは、緑にかかわる取組みとして、現在行っている取組みと、今後やって 

みたい取組みについてお答えください。 

         
 
 
 

【課題】 
  
●市民が感じる自宅周辺の緑の豊かさを、維持・向上させることが必要です。 
 
●様々な機会を通じて情報提供などを行い、緑に対する市民の関心を高めていく必要が 

あります。 

そう思う

40.1%

ややそう思う

36.5%

どちらとも

いえない

12.0%

あまりそう

思わない

8.4%

そう思わない

1.6%

無回答

1.4%

増えた

4.3%
やや増えた

5.6%

変化はない

51.2%

やや減った

21.6%

減った

11.4%

分からない

4.6%

無回答

1.3%

65.3%

49.0%
5.4%

21.9%
3.5%

1.3%

1.2%

7.5%

1.9%

0.4%

12.1%

12.2%

23.3%

17.6%

25.4%

21.1%

20.1%

19.6%

21.7%

1.0%

22.6%

38.8%

71.3%

60.5%

71.2%

77.6%

78.8%

72.9%

76.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自宅の緑化（家庭菜園・植栽など）

道路や公園の清掃活動

緑化イベントへの参加

花壇等の緑化活動

園芸等の講習への参加

森林等の管理ボランティア

公園づくり等計画への参加

緑に関する募金への協力

自然林の保全活動

その他

行っている やってみたい 無回答

緑の豊かさ 緑の量の変化 
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(2) 緑づくりの協働をさらに進めること 

 ○緑の基本計画策定や公園の整備においては、アンケートやワークショップ＊等による市 
民参加により作業を進めてきました。 
 

    ○行政と市民の協働による取組では、まだまだ認知度が低いものがアンケート結果から 
うかがえます。 
 
【設問】北広島市では、緑の保全や緑化推進のために、行政と市民の協働によって、 

様々な取組みを行っています。 
あなたが知っている取組みをすべて選んでください。 

 
 

    【課題】 
  

●今後もアンケート、ワークショップ等による意見交換、花づくりや森林の管理、緑化イベン 
トなど、市民参加の緑づくりをさらに進める必要があります。 
 

●緑づくりの協働をさらに進めるためには、積極的に緑に関する情報提供などを行っていく 
必要があります。 

 

 

(3) 気軽に参加できる仕組みづくり 

○緑に関する情報を収集し、市民の緑に関する知識の普及、緑化活動への参加、支援 
やアドバイスなど気軽に市民が緑に接することができる仕組みづくりが重要となっていま 
す。 

 

【課題】 
 
 
●気軽に市民が接することができる仕組みづくりを有する施設の検討が必要です。 

 

 

 

49.3%

58.0%

9.4%

11.0%

33.2%

39.7%

15.4%

22.0%

15.2%

5.7%

8.8%

1.9%

39.2%

3.7%

46.1%

9.7%

5.4%

12.7%

2.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

花いっぱい運動

花のまちコンクール

ＮＰＯ法人による自然学習会

北広島市花の会主催の講習会等

フラワーコンテスト

オープンガーデン見学会

誕生記念樹の贈呈

輪厚川の清掃、草刈活動等

ヤマメ釣り体験

特別緑地保全地区（南の里）

緑のまちづくり基金

緑化協議制度

市民農園制度

里山体験学習

旧島松駅逓所の保全

東の里遊水池の整備

緑のまちづくり審議会

いずれの取組も知らなかった

無回答

決められたテーマを、参加者が自由な討論を行いながら方向性を見出していくこと。 
 

 

＊ワークショップ 
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(4) 保全すべき緑の向上 

  ○緑に期待することとして、緑の豊かさを印象づける美しいまちづくりの推進、緑豊かな景 
観の保全、住環境にうるおいと快適さをもたらす緑の保全がアンケート結果からうかが 
えます。 

 
【設問】今後、あなたは北広島市の緑への取組に期待するものはどのようなことですか。 

項目ごとに、お考えに近いものを 1 つ選んでください。 

 
 

 

【課題】 
  
●市民が期待する緑地の保全については、森林環境譲与税などを有効に活用するととも 
に、現在指定されている地域制緑地＊を引き続き守っていく必要があります。 
 

 

36.3%

37.1%

43.8%

29.3%

29.3%

31.2%

45.4%

49.5%

48.2%

51.0%

50.7%

46.4%

7.0%

25.0%

26.3%

34.4%

31.2%

26.2%

30.5%

26.0%

23.9%

24.5%

30.1%

29.7%

29.5%

14.2%

16.8%

8.6%

18.1%

21.3%

19.1%

11.9%

10.1%

12.1%

8.8%

8.7%

11.2%

3.2%

4.4%

3.0%

6.6%

8.5%

5.4%

2.9%

2.6%

2.6%

1.9%

2.1%

3.2%

1.7%

2.5%

1.1%

3.3%

4.2%

2.9%

0.6%

0.5%

1.5%

1.8%

2.0%

2.0%

13.4%

8.1%

3.8%

6.0%

4.6%

5.2%

7.4%

7.7%

5.7%

2.0%

1.8%

2.7%

6.3%

4.8%

5.3%

5.5%

6.1%

5.6%

5.9%

5.7%

5.4%

4.5%

5.0%

5.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

国有林や南の里の森等の保全

野生生物の生息環境の確保

住環境にうるおいと快適さを

もたらす緑の保全

市民の交流を促すレクリエー

ション拠点の充実

身近に利用できる公園の配置

身近にふれあえる自然環境の

活用

河川の増水を防ぐ源流、流域

の保水機能を有する緑の保全

土砂災害等を防ぐ機能を持つ

保安林や丘陵傾斜地の保全

避難場所・避難路の役割を

果たす緑地の充実

緑の豊かさを印象づける美し

いまちづくりの推進

四季の変化を感じられる緑豊

かな景観の保全

街路樹の適正管理や住宅地に

おける緑化の推進

その他

期待する やや期待する どちらともいえない
あまり期待しない 期待しない わからない
無回答

公有地、私有地の良好な緑地を法律や条例、要綱等の制度によって保全している場所。 
 

 

＊地域制緑地 
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第 3章 緑地の保全及び緑化の目標 

3-1  緑の都市像 

(1) 基本理念 

都市の緑は、様々な機能を持っており、都市に住む市民も自らの手で緑をまもり、 

つくり、育てることへの関心が高まりつつあります。 

北広島市民にとって国有林を中心とする緑は、市民共通の交流や余暇活動の場と 

なっています。各地区に住む人たちが国有林や周囲の森で交流し、緑やまちに対す 

る想いを一つにする。そして先人が残した貴重な緑の財産を、今の生活に役立て将 

来の世代に引き継いでいけるように、緑を保全、創出していく必要があります。 

 

計画の根幹となる基本理念は、本市のまちづくりのテーマである「自然と創造の 

調和した豊かな都市」のもと、緑の基本計画（第 1次）の理念を継承します。 

 

本市の緑づくりは、 
 

   ○先人から受け継いだ緑を市民が協働・連携しながら愛情を注ぎ、まもり、つくり、 

   育てること 
 

○自然と創造の調和した緑豊かな都市の中で市民が憩い、交流し、豊かな生活をお 

 くること 
 

○緑豊かな都市での生活を通じ、市民が郷土を愛する心を育て、緑を将来の世代に 

 引き継いでいくこと 

 

以上の考え方から、本市の緑づくりの基本理念を次のとおり設定します。 

 

 

基本理念 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

緑を愛する市民が住み、 

緑と人がともに育ち交流するまち 
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(2) 緑の将来像 

将来像(令和 12 年度の姿)は、これまでの取組みの進捗状況を踏まえ、広域的な

視点も考慮した都市の緑空間のあり方、それらの緑を享受する市民の生活像、緑を

愛する市民像を姿とした、現計画（平成 25 年改訂版）を引き継ぐこととします。 

 

① 南北にネットワークする緑の大きな軸を形成しています。 

市街地を囲む起伏豊かな丘陵地帯では森林、農地が広がっています。 

      国有林、富ヶ岡の森、南の里の森、仁別・三島の森は緑の骨格をかたちづくり、 

それらの間を小さな樹林地、公園や緑地、河川、街路樹などでネットワークしてい 

ます。  

市街地やその周辺では、公園や緑地、街路樹空間、住宅の庭や事業所などで緑が 

豊かに育っています。都市の顔となるＪＲ北広島駅周辺などでは、緑と調和した魅 

力的な都市環境が形成されています。また輪厚川、島松川など市内を流れる河川が 

拠点的な緑と市街地とをつないでいます。 

これらによって、支笏湖から野幌森林公園の間に南北の大きな緑の軸が形成され、 

野生生物の生息・生育空間となり、生物多様性に寄与する骨格的な緑となります。 
 

② 豊かな緑によってもたらされた良好な都市生活を享受しています。 

市内各所には多様なレクリエーション施設があり、公園や緑地などでは休息やス 

ポーツを行ったり、また、市民農園＊やキャンプ場を利用するなど市民が様々に楽 

しんでいます。幹線道路の沿道やＪＲ沿線では自然豊かな樹林地があり、本市の緑 

の豊かさを印象づけています。 

      市街地を囲む丘陵地などをみると、国有林等は自然豊かなまま保全されています。 

また、私有林については、所有者の意向を踏まえたうえで、森林環境譲与税など

の活用により整備する必要があります。 

      さらに、市街地では、市民による庭の花づくり、ボランティアやＮＰＯ＊、事業 

  者による緑化など、市民参加の緑づくりが行われています。 

学校や幼稚園に近い樹林地などでは、身近に自然にふれられる環境や、今後開業 

するボールパークには、周囲の豊かな自然と一体となった親水空間＊など、自然を 

体験できる施設の整備が求められています。 
 

③ 緑に囲まれた豊かな生活をおくり、緑を愛する市民が育っています。 

北広島に住む市民は、緑に誇りを持ち、健康で快適な日常生活をおくりながら、 

  将来の世代に引き継げる緑づくりを担っています。 

      若者、子どもたちは、学校や地域の交流を通じて緑の大切さや緑を「まもり、つ 

くり、育てる」ための知識や経験を学んでいます。 

      本市の中央に位置する国有林などの緑空間では、市民同士が交流し、緑に対する 

  想いや愛情を育んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

住民の方々がレクリエーションとしての自家用野菜、花の植栽、高齢者の生きがいづくり、地域交流など
の多様な目的で、小面積の農地を利用して野菜や花を育てるための農園。 
 

英語のNon-Profit Organizationの略。営利を目的としない民間組織。 
 

治水機能だけではなく、水辺で遊んだり、河川沿いを散策したりする、水に親しむ機能を持った空間。 

＊市民農園 
 

＊NPO 
 

＊親水空間 
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図表 13. 緑の将来像  

 

            

骨格となる森林の主要な部分

都市の顔となる区域

近隣以上の公園

市民農園、キャンプ場、身近な樹林地など

主要な河川

代表的な樹林地

歩行者・自転車道路

緑の軸

市街地

ボールパーク

ゴルフ場

農地

山林・丘陵地

幹線道路

行政区域

凡　　例

拠点となる緑

軸（ネットワーク）となる緑

面的な広がりをみせる緑

富ヶ岡の森 

本市の特徴である野幌森林公園から国有林、富ヶ岡の森、南の里の森、仁別・

三島の森までの豊かな緑の骨格（軸）については、今後も「まもり・つくり・育

てる」ことを基本として、次の世代に残しつなぐことをめざします。 

札幌市の樹林地等 

恵庭市の樹林地等 
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3-2  緑づくりの基本方針 

緑の将来像を実現していくために、本市の緑づくりの基本方針を次のとおり設定

します。 

 

       

 

               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

緑

を

愛

す

る
市

民

が
住

み
、
緑

と
人

が
と
も

に
育

ち

交

流

す

る
ま

ち 

（基本方針 1 環境保全系統） 

豊かな森や林を将来の世代に引き継ぐ 

（基本方針 2 レクリエーション系統） 

市民がいきいきと交流し、憩える緑を

つくる 

（基本方針 3 防災系統） 

安全・安心の緑をまもり、つくり、育てる 

（基本方針 4 景観構成系統） 

四季を彩る緑、ふる里の魅力を高める

緑を大事にする 

 

（基本方針 5 制度・体制） 

市民と協働で緑づくりを進める 

 

（基本方針 6 計画の推進） 

計画を推進、管理する 
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(1) 基本方針 1・環境保全系統 

豊かな森や林を将来の世代に引き継ぐ 

本市は森林の中に市街地ができたことから市街地と森林の接点が多く、地球温暖化の防 
止や野生生物とのふれあい、森林浴など緑の恩恵を受けながら生活できる恵まれた環境を 
有しています。 
今後も先人から引き継いだ恵まれた環境を将来の世代に伝えるため、野生生物のすみか 

の確保、移動経路となるエコロジカルネットワーク＊の保全、森林環境譲与税などを有効に活 
用した、適正な森林整備、周辺の環境に重要な役割を果たす農地や河川の保全、快適な 
住環境をもたらす市街地周辺の樹林地の保全を、市民、事業者、行政が協力しながら進 
めていきます。 
また、ボールパークへのアクセス道路周辺では、有識者等の意見を基に、吸収源＊や動植 

物の生息・生育場所の確保に向けた取組を進めるとともに、農業被害や生態系への影響が 
懸念されている特定外来生物＊や有害鳥獣＊については、外来生物法や鳥獣保護法等によ 
り捕獲・駆除など、適切な対策を講ずるものとします。 
 
 
(2) 基本方針 2・レクリエーション系統 

市民がいきいきと交流し、憩える緑をつくる 

    国有林を含む本市の中央には、北広島レクリエーションの森があり、市民のレクリエーション 
の拠点となっています。また、令和 5年（2023 年）に開業を予定しているボールパークは、自 
然との調和を図り魅力あるレクリエーション施設をめざしており、これらは、市民共通の憩い・交 
流の拠点となるよう機能の充実を図るとともに、周辺においても、ボールパークの魅力向上に 
繋がる緑地を含む施設整備を進めます。さらに、市民農園、キャンプ場などは、多様なレクリ 
エーション施設として活用を図ります。 

    公園は子どもから高齢者まで、誰もが利用しやすい多世代型公園＊への転換等の検討や、 
魅力ある公園づくりに向け、Ｐark-ＰＦＩ等の導入など民間事業者と連携した整備の検討など、 
市民が安全・安心に利用できる憩いの場の提供に努めます。 

   また、東の里遊水地は、市民に親しみやすい交流の場となるよう利活用施設の整備を推 
進します。 
  
(3) 基本方針 3・防災系統 

安全・安心の緑をまもり、つくり、育てる 

    本市の自然災害は、千歳川支流の溢水による水害が主でしたが、近年は治水が進み水 
  害が減りました。これは、本市の豊かな森林が雨水の流量を調整し、河川の増水を抑えて 
いることも大きな要因であり、近年多発する予想を超えた水害などへ備えるため、保水機能 
をもつ森林等の保全や整備などを行います。また、土砂崩れを防ぐために傾斜地の樹林地 
を保全します。 
平成 30 年（2018 年）9 月 6 日に発生した北海道胆振東部地震などにより、市民の防災 

に対する機能強化など、安全性の向上が求められていることから、避難路や延焼防止の機 
能をもつ一般道路や歩行者・自転車道路、また、避難場所となる公園や公共施設の緑の 
オープンスペース＊の保全に努めます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

野生生物が生息・生育する核となる公園緑地と、移動空間となる道路緑地や河川で構成される回廊（コリ
ドー）が、有機的につながる生態系のネットワークのこと。 

大気中の二酸化炭素などの温室効果ガスを吸収し、比較的長期間にわたり固定することのできる森林や海
洋などのこと。 
 

外来生物（海外起源の外来種）であって、生態系、人の生命・身体、農林水産業へ被害を及ぼすもの、又は
及ぼす恐れがあるものの中から「特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律」により指
定されているもの。 

農作物の食害や森林植生の消失等の被害をもたらす鳥獣。エゾシカ、キツネ、カラスなど。 

子どもから高齢者まで幅広い世代が利用できる魅力ある公園。 

公園・広場・河川・農地など建物によって覆われていない土地。あるいは敷地内の空地の総称。 

＊エコロジカルネッ
トワーク 

＊吸収源 
 

＊特定外来生物 
 
 

＊有害鳥獣 

＊多世代型公園 

＊オープンスペース 
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(4) 基本方針 4・景観構成系統 

四季を彩る緑、ふる里の魅力を高める緑を大事にする 

    本市の起伏に富んだ山地・丘陵地は、春の新緑、秋の紅葉など四季折々の景観を醸して 

います。また、市街地近くのまとまった樹林地は国道や高速道路、ＪＲ線を利用する人に緑の 

豊かさを印象づけています。これらのことから、自然・田園景観を形成する緑として保全に努 

めます。 

    市街地では住宅地の花づくりや事業所の緑化が進められていますが、今後も市民の積極 

的な参加を促しながら緑化を推進します。また、街路樹については市民が身近に感じられる 

重要な緑であり、潤いのある緑豊かな街路景観の形成に向け適正な維持管理に努めます。 

    本市のまちの顔であり、多くの人々が集まる JR 北広島駅周辺の土地利用を推進するとと 

もに、ＪＲ北広島駅からボールパークにかけては、緑による景観づくりなどにより、魅力ある顔 

づくりを進めます。また、国指定史跡である旧島松駅逓所周辺は、保存活用計画に基づい 

た取組を進めます。 

 

 

(5) 基本方針 5・制度・体制 

市民と協働で緑づくりを進める 

  先人から受け継いだ緑豊かな北広島を将来の世代に引き継ぐために、市民、事業者、行 

政の適切な役割分担のもとに参加・連携し、パートナーシップで緑の保全・創出に努めます。 

   ＮＰＯやボランティア団体などの緑づくりなどの、緑づくりの活動に対し支援を進めていきま 

す。 

    本市の森林面積の約 65％が私有林であることから、所有者の理解と協力のもと、森林環 

境譲与税を活用するなど、良好な自然環境の保全に努めます。 

緑づくりの推進にあたっては、都市緑地法をはじめ緑地を担保する法制度や北広島市緑のま 

ちづくり条例を活用しながら進めていきます。 

 
  

(6) 基本方針 6・計画の推進 

計画を推進、管理する 

本計画で掲げる施策の推進にあたっては、ＰＤＣＡサイクル手法＊による進捗管理を行うと 
ともに、計画全体の進捗状況と評価や、社会動向などを踏まえて、計画の見直しを行いま 
す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 計画（Plan）、実行（Do）、評価（Check）、改善（Action）の順に実施し、このプロセスを繰り返
すことで、業務の改善・向上などを図っていく手法。 

 

＊PDCAサイクル手法 
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3-3  計画の枠組 

本計画における、対象区域及び人口については、次のとおりです。 

 

(1) 計画フレーム 

  ① 計画対象区域 

    本計画の対象区域は、都市計画区域（北広島市全域：11,905ｈa）とします。そ 

のうち、市街化区域面積は 1,765ｈa、市街化調整区域＊面積は 10,140ｈa となって 

います。 
 

区域区分 都市計画区域 市街化区域 市街化調整区域 

面積 11,905ｈa 1,765ｈa 10,140ｈa 

 

② 都市計画区域内の将来の目標人口 

計画期間の最終年度（令和 12 年度）における目標人口は、北広島市総合計画 

（第 6次)の目標人口とします。 
 

年（年度） 

改訂時 

令和 2年 12月 

（2020 年） 

最終年度  

令和 12 年度 

（2030 年度） 

人口 58,100 人 60,000 人 

 

 

3-4  緑の目標量 

  計画期間の最終年度（令和 12年度）における目標を設定し、市民、事業者、 

学校、行政による協働の緑のまちづくりを推進するため、進捗状況や成果などを 

共有し、本計画の実現をめざします。 

 

(1) 全体の目標量 

   ① 緑地の確保目標量 

     全体目標 1：計画期間の最終年度（令和 12 年度）における緑地の確保目標量 

として、都市計画区域内の緑地の割合を、次のように設定します。 
 

令和 12 年度における 

緑地確保目標量 

都市計画区域面積に対する割合 

概ね 7,543 ｈa  (63.4%) 

都市計画区域内で、市街化を抑制すべき区域。 

 

 

＊市街化調整区域 
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    ② 都市公園等の施設として整備すべき緑地の目標量 

全体目標 2：計画期間の最終年度（令和 12 年度）における都市公園等の施設 

として整備すべき緑地の目標量を、次のように設定します。 
 

 

改訂時 (令和元年度) 最終年度 (令和 12 年度) 

都 市 公 園 46.0 ㎡/人 49.0 ㎡/人 

都市公園等 70.0 ㎡/人 73.0 ㎡/人 

  ※都市公園等：都市公園に公共施設緑地（自転車歩行者専用道、公共施設の緑地、道路植樹帯）を加えたもの。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

                        第 3章 緑地の保全及び緑化の目標 

30 

③ 緑地の確保目標 
 
 
 

箇所 ha ㎡/人 箇所 ha ㎡/人

街 区 公 園 84 22.00 3.78 86 22.39 3.73

近 隣 公 園 13 32.87 5.65 14 44.78 7.46

地 区 公 園 1 4.09 0.70 1 4.09 0.68

総 合 公 園 1 47.80 8.21 1 47.80 7.97

運 動 公 園 1 17.26 2.97 2 22.15 3.69

100 124.02 21.31 104 141.21 23.54

風 致 公 園

動植物公園

歴 史 公 園

墓         園 1 30.89 5.15

そ   の   他

4 0.49 0.08 4 0.49 0.08

113 95.02 16.33 116 96.93 16.16

2 9.26 1.59 4 21.07 3.51

219 228.79 39.31 229 290.59 48.43

2 2.97 0.51 4 45.13 7.52

91 44.59 7.66 122 65.65 10.94

49 8.33 1.43 51 14.61 2.44

200 15.72 2.70 200 15.72 2.62

342 71.61 12.30 377 141.11 23.52

561 300.40 51.62 606 431.70 71.95

8 1,486.22 247.70

6 6.31 1.05

1 2.30 0.40 10 27.49 4.58

20 5.73 0.98 28 10.65 1.78

21 8.03 1.38 52 1,530.67 255.11

582 308 .43 52 .99 658 1,962.37 327 .06

1 183.10 30.52

3 12.30 2.11 9 236.60 39.43

1 5.72 0.98 5 1,405.46 234.24

1 62.25 10.70 1 3,693.31 615.55

2 62.35 10.39

1 116.00 19.33

1 1,575.30 262.55

5 80 .27 13 .79 20 7,272.12 1 ,212 .020

6 190.17 31.70

2 1.33 0.23 2 1.33 0.22

114 22.51 3.87 151 42.95 7.16

116 23 .84 4 .10 159 234 .45 39 .08

-5 .72 -1224.02

       　　　   地域制緑地総計 121 98 .39 16 .91 179 6,282.55 1047 .09

-43 .04 -701 .85

703 363 .78 69 .90 837 7,543.07 1374 .15

人

人

ha

ha

％

％

㎡/人

㎡/人(住民一人あたり面積) 都市公園等 73.0

緑地の確保目標(％)
市街化区域面積に対する割合 20.6

都市計画区域面積に対する割合 63.4

都市公園等の目標(㎡/人) 都市公園 49.0

市街化区域人口 58,200

都市計画区域人口 60,000

面積(ha)
市街化区域面積 1,765

都市計画区域面積 11,905

その他条例によるもの

    条例等によるもの計

    地域制緑地間の重複

　　　　　　　　　　　　　　       地域制緑地間の重複

             　　 施　設　緑　地　・　地　域　制　緑　地　総　計

人口（万人）

旧島松駅逓所、野幌原始林

野幌森林公園

農振・農用地区域

       法によるもの計

道条例による保全緑地

市条例による保全緑地

              施設緑地合計

緑地保全地区

風  致  地  区

河  川  敷  地

保    安    林

地域森林計画対象民有林

    公共施設緑地計

   都市公園等計

ゴルフ場

市民農園

ゴルフ練習場、パークゴルフ場

寺社境内地、教育施設

  民間施設緑地計

都市公園計

レクの森屋外公共施設緑地

市公共施設植栽地、公営住宅プレイロット等

道   路   樹   林   地

自・歩  道　用  道  等

広    域    公    園

緩    衝    緑    地

都    市    緑    地

緑                   道

都        市        林

国の設置によるもの

住区基幹公園

都市基幹公園

基幹公園計

特殊公園

広    場    公    園

緑地種別

目標（令和12年度）

市街化区域 都市計画区域

図表 14. 北広島市の緑地の目標 
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第 4章 緑地の配置方針 

    緑地の配置方針は、環境保全、レクリエーション、防災、景観構成の 4つの機能 

ごとに定めます。緑を機能ごとに位置づけることで、保全、活用、育成など施策の 

方向付けを示すものです。 

 

4-1 環境保全系統の配置方針 
 

環境保全の機能を果たす緑は、地球温暖化の防止や野生生物の生息・生育環境や 

住環境に影響を与えるものであり、まとまった面積を持っていることや、緑と緑が 

つながっていることが重要です。これによって、生物多様性の確保の観点から重要 

となる有機的なネットワーク（エコロジカルネットワーク）の形成が図られます。 
 
 ●本市の緑の骨格をなす緑として、国有林、富ヶ岡の森、南の里の森、仁別・三島の 

 森を位置づけます。 
 

●骨格となる緑をネットワークする緑として、河川や小規模な樹林地、市街地周辺の

樹林地などを位置づけます。 
 

●良好な住環境をもたらす緑として、市街地内の公園や緑地、東の里遊水地、市街地

周辺の樹林地、緩衝緑地＊等を位置づけます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

富ヶ岡の森 

南の里の森 

国有林 

仁別・三島の森

島に 

都市計画で大気汚染、騒音、振動、悪臭等の公害の防止を図ることを目的として、公害、災害発生源地域と背
後の一般市街地とを分離遮断するために設けられる緑地。 

 

＊緩衝緑地 

 

 

資料 ： ©Maxar, 酪農学園大学農業環境情報サービスセンター作成 
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 図表 15. 環境保全系統の配置方針図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

緑の骨格の形成 骨格となる森林のうち、主要な部分

自然度が高く、法律、条令により守られている
樹林地

ネットワークをつくる樹林地

各樹林地をネットワークする河川

市境界、市街地周辺の樹林地

緑豊かな拠点的公園・東の里遊水地

緩衝緑地

凡　　例

市街地

ボールパーク

行政区域界

緑のネットワークの形成

各地区の住環境向上をもた
らす緑地の緑地の配置

農地（農振農用地区域、種苗管理センター）

幹線道路

JＲ線

 

  

東の里遊水地 

富ヶ岡の森 
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4-2 レクリエーション系統の配置方針 
 

レクリエーションの機能を果たす緑は、市民全体が利用できる拠点があること、 

それらと各地区が行き来しやすくなっていること、地区ごとに身近に利用できる施 

設が整っていることが重要です。 
 
 ●レクリエーション拠点の緑として、5つの地区の中央にある北広島レクリエーショ 

ンョンの森、スポーツ広場、ボールパーク、緑葉公園などを位置づけます。 
 

●地区内で日常的に利用できる緑として、地区公園＊、近隣公園＊、街区公園＊などの市 

 街地内の公園、都市緑地＊、市街地周辺の樹林地を位置づけます。 
 

●レクリエーションの拠点をネットワークする緑として、道道札幌恵庭自転車道線＊や 

市街地内を連絡するサイクリングネットワークを位置づけます。 
 

●その他のレクリエーション系統の緑として、キャンプ場、市民農園、観光農園＊、ゴ 

ルフ場、史跡や墓園、河川の親水空間、東の里遊水地などを位置づけます。 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

                    

 

  
北広島レクリエーションの森 自然の森キャンプ場 

 

P64都市公園の分類参照。 
 

札幌市中央区北2条東20丁目地先からJR恵庭駅までの約32kmの自転車・歩行者専用道路。 
 

農業に関わる様々な体験を通して、人びとが楽しみながら農業への理解を深めるとともに、消費者と
生産者の交流の場ともなる農園。 

＊地区公園・近隣公園・街
区公園・都市緑地 

＊道道札幌恵庭自転車道線 

＊観光農園 
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図表 16. レクリエーション系統の配置方針図 

                       

  

レクリエーション拠点 レクの森、総合公園など

市民農園、スキー場、東の里遊
水地など（屋外施設）

総合体育館など屋内レク施設

ゴルフ場

河川の親水空間

地区の拠点（日常型） 地区公園、近隣公園など

自然と身近にふれあ
える緑

学校や幼稚園に近い市街地周
辺の樹林地

施設間のネットワーク
形成

歩行者・自転車道路

幹線道路

凡　　例

JＲ線

河川

市街地

行政区域界

全市的な利用

その他

身近な利用

東の里遊水地 

富ヶ岡の森 
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4-3 防災系統の配置方針 
 

防災の機能を果たす緑は、水害や土砂災害などの防止に役立つ緑地が確保されて 

  いることや、災害時の避難路、避難場所及び延焼防止の機能を持つオープンスペー

スや道沿いの緑が確保されていることが重要です。 
 
 ●自然災害を防止する緑として、保水機能を持つ国有林、南の里の森、仁別・三島の 

森、東の里遊水地、河川沿いにある樹林地、農地(水田、畑)、土砂災害を防止する 

山手町の保安林や南の里地区の防風保安林＊などを位置づけます。 
 

●避難路、避難場所の役割を果たす緑として、道路や歩行者・自転車道路、公園、緑 

地、公共施設の緑地を位置づけます。 
 

 

 

    

 

 
稲穂地区の斜面林              南の里の防風保安林 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

風に抵抗して、そのエネルギーを減殺・撹乱することにより風速を緩和し、風害を防止するため、林冠をも
って障壁を形成している林。 

 

＊防風保安林 
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図表 17. 防災系統の配置方針図 

 

         

保水機能を持つ大規模な森林

樹林地

東の里遊水地

山手町保安林、稲穂町～共栄
町の斜面の樹林地

防風保安林

避難場所 近隣公園以上の公園

都市計画道路（幅員15ｍ以上）

市街地内の歩行者・自転車道
路

凡　　例

避難場所、避難路

市街地

幹線道路

ボールパーク

行政区域界

水害（河川の増水）の
防止

災害の防止、抑制

土砂崩れの防止など

避難路

JＲ線

河川

東の里遊水地 
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4-4 景観構成系統の配置方針 
 
     景観構成の機能を果たす緑は、背景となる山地や丘陵地の樹林地が残されてい 

ることや、河川、道路、ＪＲ沿線などの目に入りやすい軸的な緑が生かされている 

こと、また、住宅地、工業地や拠点となる場所では、市民参加を進めながらうるお 

いや、それぞれの地区が持っている特徴を生かした地域らしさを演出することが重 

要です。 
 
  ●四季折々の自然景観を形成する緑として、国有林、富ヶ岡の森、南の里の森、仁別・ 

三島の森、北の里から南の里の農地や輪厚の一団の農地を位置づけます。 
 

●人々に自然の豊かさを印象づける緑として、幹線道路や JR 沿線から見える樹林地 

 や農地、街路樹、丘陵・傾斜地の樹林地、市街地周辺の樹林地、他市町との境界の 

 河川を位置づけます。 
 
●都市の魅力を向上させる拠点の緑として、ＪＲ北広島駅周辺、旧島松駅逓所周辺、 

拠点的な公園、公共施設、道路植栽地の花づくりや植樹、事業所敷地の緑を位置づ 

けます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

道道栗山北広島線                   緑葉公園 
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図表 18. 景観構成系統の配置方針図 

 

          

丘陵、農地景観を連続的に眺
望できる緑

市街地内の街路樹

市街地内、市域境界で潤いある
景観をもたらす河川

河川とともに市域境界の軸景観
をつくる樹林地

その他、自然度の高い状態で維
持する河川

顔となる拠点景観の
緑

ＪＲ北広島駅周辺、旧島松駅逓
所

拠点的な公園

行政区域界

樹林地

農地（農用地区域）
緑景観の基礎

道路軸

河川軸

線的な景観の緑

拠点的な景観の緑

幹線道路

ボールパーク

JＲ線

市街地

凡　　例

※公共施設及び事業所敷地については、市内全域に点在するため掲載しておりません。

富ヶ岡の森 

 

JR 
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4-5 総合的な緑の配置方針 
 

本市の緑地を生物多様性の確保に関する視点からの配置（エコロジカルネットワー 

ク）を含め、総合的な緑の配置方針は以下の通りです。 

   

(1) 中核地区（骨格的な緑の配置） 
 

郊外に存在し、他の地域への動植物種の供給等に資する核となる緑地として、本市

の緑の軸の骨格を形成する国有林、富ヶ岡の森、南の里の森、仁別・三島の森を位置

づけ保全します。 

 

(2) 回廊 （ネットワークの形成） 
 

中核地区と拠点地区を結び動植物種の移動空間を形成する緑を配置します。 

 ・骨格となる緑をつなぐ位置にある小規模な樹林地 

   ・農地 

   ・河川及び河川沿いの緑 

   ・道路、ＪＲ沿線の樹林地、歩行者・自転車道路の緑 

   

(3) 拠点地区 （重要な緑の配置） 
 

   市街地に存在し動植物種の分布域の拡大等に資する拠点となる良好な住環境形成

や重要な緑地として、以下のものを保全・創出します。 

・東の里遊水地 

・市街地内の緑豊かな公園や緑地 

・都市の顔となる拠点の緑 

    

(4) 緩衝地区 （重要な緑の配置） 
 

   中核地区、拠点地区、回廊に隣接して存在し、これらの地区が安定して存在するた

めに必要な緑地を含む緩衝地帯として、以下のものを保全・創出します。 

・市街地周辺の樹林地 

・緑化、花づくりによる良好な住環境 

・市民の交流促進に資するレクリエーション施設 

・自然災害を防ぐ、防風保安林や斜面の樹林地 
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図表 19. 総合的な緑の配置方針 

 

区      分 対 象 と な る 緑 

中
核
地
区 

（
骨
格
的
な
緑
） 

国有林 
・水源涵養保安林 

・特別天然記念物野幌原始林 

南の里の森 ・特別緑地保全地区 

富ヶ岡の森 ・市有林 

仁別・三島の森 ・水源涵養保安林  

回
廊 

（ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す
る
緑
） 

森林・農地などのネットワーク 
・骨格となる森林をつなぐ位置にある小規模

な樹林地・農地  

河川及び河川沿いの緑 ・輪厚川、中の沢川、島松川ななど 

道路・JR 沿線の樹林地 

・国道36号、国道274号、ボールパーク関

連道路、JR 千歳線、道央自動車道沿いで

特に緑の豊かさを感じられる区間、歩行

者・自転車道路 

拠
点
地
区 

（重
要
な
緑
） 

市街地内の緑豊かな公園や緑地 

都市の顔となる拠点の緑 

・JR 北広島駅周辺 

・旧島松駅逓所周辺 

・緑葉公園、総合運動公園（ボールパーク） 

・東の里遊水地 

緩
衝
地
区 

（重
要
な
緑
） 

市街地周辺の樹林地 ・大曲東小学校うらの森、西の里白樺林 など 

緑化、花づくりによる良好な住環境 

・花や緑が豊かな住宅地 

・敷地内緑化等による工業地 

・花や緑が豊かな商業業務地 

市民の交流促進に資する緑 
・キャンプ場、スキー場、市民農園、東の里

遊水地など 

自然災害を防ぐ緑 ・防風保安林、山手町の保安林 など 
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図表 20. 総合的な緑の配置方針図 

 

          

拠点地区
（重要な緑）

行政区域界

凡　　例

回廊地区
（ネットワークを形成す
る緑）

幹線道路

市街地周辺の樹林地

防風保安林

市街地内の緑豊かな公園緑地、都市の顔となる拠点の
緑

市民の交流促進に資する緑

骨格となる森林をつなぐ小規模な樹林地

農地

河川

道路・ＪＲ沿線の樹林地

歩行者・自転車道路

緩衝地区
（重要な緑）

国有林、南の里の森、富ヶ岡の森、仁別・三島の森
中核地区
（骨格的な緑）

JＲ線

市街地

東の里遊水地 

富ヶ岡の森 

 

  

ボールパーク 
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第 5章 緑地の保全及び緑化の推進のための施策 

5-1 施策体系 

 （1） 本計画における施策体系 

    本計画における施策の体系を次の通り定めます。 
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計画の評価 

計画の進行管理 
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基本方針 1 環境保全系統 
 
豊かな森や林を将来の世
代に引き継ぐ 

基本方針 2 

レクリエーション系統 
 
市民がいきいきと交流し、 
憩える緑をつくる 

基本方針 3 防災系統 
 
安全・安心の緑をまもり、 
つくり、育てる 

基本方針 4 景観構成系統 
 
四季を彩る緑 、ふる里の
魅力を高める緑を大事に
する 

基本方針 5 制度・体制 

市民と協働で緑づくりを進める 

基本方針 6 計画の推進 

計画を推進、管理する 

基本方針 基本施策 

骨格となる森林の保全 

野生生物のすみかや移動経路となる、樹林地や

河川のネットワーク形成 

良好な住環境をもたらす、市街地内及び周辺の

緑の保全 

市民の交流を促すレクリエーション拠点の充実 

適正な維持管理・魅力ある都市公園の創出 

河川の増水を防ぐ源流及び流域の緑の保全 

避難場所・避難路の役割等を果たす緑地の充実 

だれもが利用しやすい施設の更新・充実 

自然とふれあえる緑空間の活用 

土砂災害等を防ぐ保安林や丘陵傾斜地の樹林地

の保全 

景観の基礎となるまとまった緑の保全 

都市の顔や拠点となる地域の緑による演出 

人々に緑の豊かさを感じさせる幹線道路、ＪＲ沿

線の緑の保全・創出 

シンボルとなる緑の充実 

活動に関わる仕組みをつくるとともに、協働の取

組をすすめる 

保全すべき緑地 

グリーンインフラ導入の検討 
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 5 章 緑地の保全及び緑化の推進のための施策 

5-1 施策体系  

    本計画における施策の体系を次のとおり定めます。 

    

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ＰＤＣＡサイクル手法による計画の評価・改善  

個別目標指標などによる進捗状況の確認 

具体施策 

国有林の保全 富ヶ岡の森の保全 南の里の森の保全 仁別・三島の森の保全  

★ボールパーク周辺の市有林の保全 

骨格となる緑をつなぐ私有林や農地の保全 ★森林環境譲与税を活用した森林の整備  

河川緑地の保全 ★グリーンインフラを活用した自然環境の保護 

市街地内の豊かな樹林地の保全 市街地周辺の樹林地の保全 特定外来種や有害鳥獣の対策 

総合運動公園の整備推進 スポーツ広場の創設 道道札幌恵庭自転車道線の整備促進  

拠点と各地区のネットワーク強化の検討 東の里遊水地の利活用 

★公園の適切な維持管理 ★魅力ある公園づくりに向けたＰark-ＰＦＩ等の検討  

地域住民のニーズに応えた施設の整備 少子高齢化社会に対応した公園や緑地等の整備 

河川の源流から下流に至る樹林地の保全 東の里遊水地の活用 

避難場所及び避難所の緑地の充実 避難路の緑化推進 ★大曲並木地区の緑による復旧 

多様なレクリエーション施設の充実  

ボールパーク構想における魅力あるレクリエーション施設の実現  

市街地周辺の樹林地の活用 輪厚川など親水空間の保全 その他山林、丘陵樹林地の活用 

防風保安林や土砂崩壊防備保安林等の保全 市街地内の樹林地の保全 

国有林、富ヶ岡の森、南の里の森、仁別・三島の森の保全 

ＪＲ北広島駅西口周辺の土地利用 ＪＲ北広島駅からボールパークにかけての魅力向上  

★旧島松駅逓所周辺環境等の整備  

ＪＲ沿線、幹線道路から見える豊かな緑の保全 公共公益施設の緑化 道路の緑化  

他市町との境界の河川の緑の保全 景観に配慮した街路樹の管理 住宅地の花づくり活動の推進 

民間施設の緑化の推進 ★ボールパークアクセス道路周辺の緑の保全 

眺望景観をつくる緑の保全 市の木や花の保全 

緑づくりに対する関心の喚起 緑づくりの担い手育成 ボランティア等市民活動の支援と連携 

★気軽に参加できる仕組みづくり 

地域制緑地の保全 ★森林環境譲与税による私有林の整備・保全  

林地開発の指導強化等保全方策の取組  

★グリーンインフラを活用した防災・減災への検討 

  

緑

の
多

面
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な
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果

に
よ
る
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★ 重点的に取り組む施策 
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 （2） 重点的に取り組む施策 

    緑の将来像の実現をめざした施策の推進にあたっては、地域における土地利用 

や現状を踏まえるとともに、まちづくり関連計画による位置づけや緑に関する各 

分野の計画と整合を図りながら、具体施策の中から、重点的に取り組む施策を設 

定します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（環境）環境保全系統  （レク）レクリエーション系統  （防災）防災系統 

（景観）景観構成系統  （制度）制度・体制 

重点的に取り組む施策 設    定    理    由 

公園の適切な管理（レク） 

魅力ある公園づくりに向けたＰark-PFI 等の
検討（レク） 

大曲並木地区の緑による復旧（防災） 

 これからの緑は、量から質の時代であることか

ら、市民が実感できる緑を創出するため身近に感

じられる緑を充実させることが必要です。 

 森林は、私たちの暮らしに欠かせない貴重な財

産であり、環境保全や自然災害の防止、河川の

水質保全などのため、森林整備・保全が必要で

す。 

旧島松駅逓所周辺環境等の整備（景観） 

森林環境譲与税を活用した森林の整備 
（環境） 
 
森林環境譲与税による私有林の整備・保全
（制度） 

グリーンインフラを活用した自然環境の保護
（環境） 
 
グリーンインフラを活用した防災・減災への
検討（防災） 

 本市の歴史を物語るシンボル的な空間として重

要な地区であり、地域資源としての充実を図るこ

とが必要です。 

 自然が有する多様な機能により、自然環境の保

護や防災・減災への地域づくりが必要です。 

 令和 5年（2023年）3月に開業を予定している

ボールパークは、新たな価値と期待をもたらすシ

ンボルであり、市内外から多くの来訪者が予想さ

れるため、周囲の豊かな自然と一体となった取組

が必要です。 

ボールパーク周辺の市有林の保全（環境） 
 
ボールパークアクセス道路周辺の緑の保全
（景観） 

気軽に参加できる仕組みづくり（制度） 

 緑の保全や緑化推進のためには、市民、事業

者、行政が一体となった取組や市民が参加しや

すい各種イベント等の開催を行い、緑の担い手を

確保する仕掛けや仕組み作りが必要です。 
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5-2 基本方針 1 環境保全系統 

 豊かな森や林を将来の世代に引き継ぐための施策  

 

基本施策 (1) 骨格となる森林の保全 
 

森林は、私たちの暮らしに欠かせない貴重な財産であり、環境保全や自然災害の防

止、河川の水質保全、野生動植物を育む観点からも重要であり、本市の緑の軸の骨格

となる国有林、富ヶ岡の森、南の里の森、仁別・三島の森を保全します。 
 

＜具体施策＞ 
   

●国有林の保全 
     本市の重要な緑の軸の骨格である、特別天然記念物野幌原始林を含む国有林につ 

いては、今後も保全に努めます。 
 

●富ヶ岡の森の保全 
     富ヶ岡の市有林は、緑化に関する意識の醸成を図る活動や、緑化活動の拠点として 

充実を図っていきます。 
 

●南の里の森の保全 
      南の里の森は、平成 17 年度に都市緑地法に基づく特別緑地保全地区に指定され、 

今後も、豊かな樹林地を保全し、市民の憩いの場として活用を図ります。 
 

   ●仁別・三島の森の保全 
      仁別・三島の森については約 566ha を本市で取得し、平成 18 年度に水源涵養保安 

林に指定しました。その後、新たに私有林（133ｈａ）を取得しました。今後も、緑の軸の 
骨格である仁別・三島の森の保全に努めます。 
 

   ★ボールパーク周辺の市有林の保全 
    ボールパーク周辺の市有林の一部が、令和元年（2019 年）10 月に特別天然記念物 

野幌原始林に追加指定されたことから、保全するとともに、周辺の緑については、保存 
と活用について検討を進めます 
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基本施策 (2) 野生生物のすみかや移動経路となる、樹林地や河川のネットワーク形成 
 

広域的な緑の軸を形成するため、骨格となる森林をつなぐ小規模な樹林地や農地な

ど、動植物種の移動空間を形成する緑として、生物多様性に配慮した保全に努めます。 
 

＜具体施策＞ 
 
●骨格となる森林をつなぐ私有林や農地の保全 
山地、丘陵地にある小規模な私有林などや農地については、各種施策との連携により、 
保全に努めます。 
 

★森林環境譲与税を活用した森林の整備 
  森林環境譲与税の有効な活用により、私有林及び市有林の適正な管理を図ります。 
 

   ●河川緑地の保全 
河川については、自然環境に配慮した治水対策に併せて、河川緑地の保全に努めます。 
 

  ★グリーンインフラを活用した自然環境の保護 
     ボールパーク関連道路沿線における吸収源の確保と野生動植物の生息、生育空間の 

保護に努めるとともに、東の里遊水地においては、治水機能の維持やレクリエーション活 
動の場として、並びに自然環境の保全・再生に努めます。 

 

 

基本施策 (3) 良好な住環境をもたらす、市街地内及び周辺の緑の保全 
 

住環境にうるおいと快適さを提供している市街地周辺の樹林地を保全します。 

    また、市街地内の既存樹林地についても、生物多様性におけるコリドー＊に配慮し

た、ネットワークを形成する緑、良好な住環境をもたらす緑として今後も保全に努め

ます。 
 

＜具体施策＞ 
     

●市街地内の豊かな樹林地の保全 
     緑葉公園など既存樹林地を生かした公園や、緑保全地区に指定されている市街地内 

の樹林地などについては、所有者や市民の協力により保全に努めます。 
 

●市街地周辺の樹林地の保全 
      良好な住環境をもたらし、自然とのふれあいの場となる市街地周辺の緑は、所有者の 

理解や協力を得ながら保全に努めます。 
 

    ●特定外来種や有害鳥獣の対策 
     農業被害や生態系への影響が懸念されている特定外来生物や有害鳥獣については、 
     生物多様性の確保の観点からも、適切な対策を講じます。 

 

 

 

 

 

 

緑の回廊（生態的な回廊）。道路緑化や河川などの植物群落や首位記の連続性を保全することにより、野生
生物の生息空間を確保するもの。 

 

＊コリドー 
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＜成果指標＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項  目 現況値 目標値 

森林面積の割合 36.5％（令和元年度） 現況値維持（令和 12年度） 

農用地区域の割合 14.4％（令和元年度） 13.2％以上（令和 12年度） 

森林環境譲与税の活用による間伐

等の施業面積 
― ※意向調査実施後に設定 

 東部地区の森林  南の里の農地

森 
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5-3 基本方針 2 レクリエーション系統 

市民がいきいきと交流し、憩える緑をつくるための施策 

 

基本施策 (1) 市民の交流を促すレクリエーション拠点の充実 
 

市民の交流を促すレクリエーションの拠点の充実を図るため、総合運動公園の整備 

 及び道道札幌恵庭自転車道線などの各拠点をつなぐネットワークの整備を推進しま 

す。 

 また、東の里遊水地は、治水機能に支障を及ぼさない範囲での利活用を推進します。 
 

＜具体施策＞ 
 
●総合運動公園の整備推進 

     総合運動公園はレクリエーション拠点としての充実を図るため、屋根付き野球場を核と 
し、周辺の豊かな緑との一体感や親水空間などの創出を図ります。 

       
●スポーツ広場の創設 
  総合運動公園予定地であった、北広島市総合体育館周辺を新たにスポーツ広場とし 
て設置し、総合運動公園との連携を図ります。 
 

●道道札幌恵庭自転車道線の推進 
      道道札幌恵庭自転車道線の延伸については、自然環境に配慮した整備を推進すると 

ともに、沿線に既に整備されている、学習の森や水辺の広場の更なる活用を図ります。 
 

●拠点と各地区のネットワークの強化 
      拠点と各地区をつなぐ歩行者・自転車道路については、既存道路の活用も含め、ネット 

ワークの形成を図り、これらで繋がる緑地、親水空間の整備を進め、市民の交流やライ 
フスタイルの向上に努めます。 
 

   ●東の里遊水地の利活用 
北広島市東の里遊水地利活用計画に基づき、治水機能に支障を及ぼさない範囲で市 
民の交流の拡大に繋がる取組を進めます。 
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基本施策 (2) 適正な維持管理・魅力ある都市公園の創出 
 

身近に利用できる憩いや休息の場として、更なる活用が図れるよう、適切な維持管 

 理に努めるとともに、安心して過ごせる都市づくりを進めるため、だれもが安全で利 

用しやすい都市公園の施設整備に努めます。 

    また、市民が地域の公園として愛着を持ってもらうために、公園施設の更新に当た 

 っては、地域の意見を聞きながら進めます。 
 

＜具体施策＞ 
 
★公園の適切な維持管理 
北広島市公園施設長寿命化計画に基づく施設の更新及びライフサイクルコストの縮減に 
努めます。 
 

★魅力ある公園づくりに向けたＰark-ＰＦＩ等の検討 
  より魅力ある公園をめざすため、民間事業者との連携による、Ｐark-ＰＦＩ等の導入などの 

     検討を進めます。 
 

  ●地域住民のニーズに応えた施設の整備 
     公園や緑地などについては、誰もが快適で安全に利用できる公園をめざすため、地域住 

民の意見を聴き、ニーズに応えた施設整備に努めます。 
 

  ●少子高齢化社会に対応した公園や緑地等の整備 
     新設や再整備される公園や緑地については、バリアフリーに配慮するなど、だれもが安心 

して利用しやすい憩いの場の提供に努めます。 

 

 

基本施策 (3) だれもが利用しやすい施設の更新・充実 
 

市民の多様なレクリエーションのニーズに応えるため、各種レクリエーション施設

の充実を図ります。 
 

＜具体施策＞ 
     

●多様なレクリエーション施設の充実 
キャンプ場やパークゴルフ場、市民農園や観光農園など多様なレクリエーション施設に 
ついては、事業者と連携し充実に努めます。 
 

●ボールパーク構想における魅力あるレクリエーション施設の実現 
     ボールパークにおけるレクリエーション施設については、自然との調和を図り、だれもが 

利用しやすく魅力のある施設をめざします。また、道道札幌恵庭自転車道線等のネット 
ワークを活用した施設の充実を図ります。 
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基本施策 (4) 自然とふれあえる緑空間の活用 
 

子どもをはじめ市民が身近にふれあえる自然環境をつくるため、各地区の市街地周 

 辺の樹林地を保全し活用します。 

    うるおいある水辺の環境を確保するため、親水空間の保全に努めます。 

   また、循環型社会の実現に向けた市民意識の向上や普及啓発を進めるとともに、緑 

資源の有効活用の取り組みを進めます。 

    その他に、市有林などでは、自然と親しむ場として活用できる環境づくりを進めま 

す。 
 

＜具体施策＞ 
     

●市街地周辺の樹林地の活用 
富ヶ岡地区の市有林については、森林ボランティア等の活動フィールド、子どもたちの 
体験学習、市民の交流の場として活用を図ります。また、市民が自然とのふれあいや 
環境学習の場として、市街地周辺の樹林地の活用について検討します。 
 

   ●輪厚川など親水空間の保全 
     輪厚川については、平成 16年度に親水空間として整備されており、今後も、河川敷の 

草刈りなどを市民と協働で進め、河川環境を保全しながら、親しまれる憩いの場を提供 
します。また、旧島松駅逓所周辺の河川環境の保全に努めます。 
 

    ●その他の山林、丘陵樹林地の活用 
     市有林での、自然観察など行楽の場として活用するにあたっては、利用者のマナー向 
     上の啓発を進めます。また、間伐材や剪定枝については、有効活用を図ります。 

 

 

＜成果指標＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項  目 現況値 目標値 

お住まい周辺の公園への満足度の割合 30.9％（令和元年度） 40.0％以上（令和 12年度） 

お住まい周辺の公園を利用する割合 72.7％（令和元年度） 80.0％以上（令和 12年度） 

自然観察会の参加人数 110 人（令和元年度） 300 人以上（令和 12年度） 

 

輪厚自然公園 

 

水辺の広場

バ 
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5-4 基本方針 3 防災系統 

安全・安心の緑をまもり、つくり、育てるための施策 

  

基本施策 (1) 河川の増水を防ぐ源流及び流域の緑の保全 
 

水害などの自然災害を防止するため、仁別・三島の森など保水機能を有する河川源

流の森林や河川沿いの樹林地を保全します。 
 

＜具体施策＞ 
    

●河川の源流から下流にいたる樹林地の保全 
     一団の樹林地として保水機能を有する国有林、南の里の森、仁別・三島の森を保全す 

るとともに、下流にいたる私有林等も所有者の理解や協力を得ながら保全に努めます。 
      
   ●東の里遊水地の活用 

     平成 23 年度から整備を進めてきた東の里遊水地工事（150ｈａ）については、令和元 
年度に完了したことから、治水対策施設としての効果を発揮できるよう、治水機能に支 
障を及ぼさない利活用に努めます。 

 

 

 

基本施策 (2) 避難場所、避難路の役割等を果たす緑地の充実 

災害時に市民が安全に避難できるようにするために、避難場所に指定されている公

園や公共施設の緑地、避難路については、防災面などに配慮した緑地の充実に努めま

す。 

また、北海道胆振東部地震で被災した大曲並木地区の早期復旧に努めます。 
 

＜具体施策＞ 
     

●避難場所及び避難所の緑地の充実 
     避難場所となる公園・緑地や公共施設の緑地については、北広島市地域防災計画に 

基づき、適正な防災機能の維持に努めます。 
       
    ●避難路の緑化推進 
      幹線道路の街路樹や緑道などの歩行者・自転車道路の樹木については、樹種の選定 

など防災面に配慮した緑化に努めます。 
 

★大曲並木地区の緑による復旧 
      北海道胆振東部地震により、被害を受けた大曲並木3 丁目の一部の地区については、

緑の活用を含めた早期復旧に努めます。 
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基本施策 (3) 土砂災害等を防ぐ保安林や傾斜地の樹林地の保全 
 

土砂災害等を防止する機能をもつ市街地の周辺部や市街地内の傾斜地にある樹林

地を、引き続き保全します。 
 

＜具体施策＞ 
    

●防風保安林や土砂崩壊防備保安林等の保全 
     南の里地区の防風保安林や山手町にある土砂崩壊防備保安林などは、周辺の都市 

緑地や緑葉公園の樹林地とともに引き続き保全します。 
 

    ●市街地内の樹林地の保全 
     市街地内の樹林地などは、市街地内での土砂災害を防止する緑として保全に努めま 

す。 

 

 

基本施策 (4) グリーンインフラ導入の検討 
 

グリーンインフラの果たす役割は、環境保全、防災・減災、良好な景観、観光資源、 

食料の生産、コミュニティの形成など多岐にわたり、その影響は地域経済や市民生活

にも及びます。 

本市では、これまで、公園の整備や緑地の保全、街路樹の植栽など、グリーンイン

フラに繋がる取り組みを行ってきましたが、今後は、記録的大雨などに対するグリー

ンインフラの導入に向けた検討を進めます。 
 

＜具体施策＞ 
    

★グリーンインフラを活用した防災・減災への検討 

     自然環境が有する防災・減災機能を活用した取組の導入について検討します。 

    

＜成果指標＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

5-5 基本方針 4 景観構成系統 

項  目 現況値 目標値 

水源涵養保安林の面積 7,709,774 ㎡（令和元年度） 現況値維持（令和 12年度） 

防風保安林の面積 76,287 ㎡（令和元年度） 現況値維持（令和 12年度） 

土砂崩壊防備保安林の面積 58,559 ㎡（令和元年度） 現況値維持（令和 12年度） 

 

東の里遊水地 
 

街路樹 
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四季を彩る緑、ふる里の魅力を高める緑を大事にするための施策 

 

基本施策 (1) 景観の基礎となるまとまった緑の保全 
 

本市の緑の豊かさを印象づける樹林地を保全します。 

また、近年は太陽光発電設備の設置が増えていることから、北海道太陽電池・風力

発電設備景観形成ガイドラインを参考とし、緑の保全に努めます。 
 

＜具体施策＞ 
    

●国有林、富ヶ岡の森、南の里の森、仁別・三島の森の保全 

本市の緑の景観の基礎となっている国有林、富ヶ岡の森、南の里の森、仁別・三島の 
森の保全に努めます。 

    

 

 

基本施策 (2) 都市の顔や拠点となる地域の緑による演出 
 
   多くの人々が訪れるＪＲ北広島駅周辺では、都市の顔としての魅力を高めるために

緑を活用し、やすらぎやうるおいのある空間づくりに努めます。また、ＪＲ北広島駅

からボールパークにかけては、景観における重要なゾーンとして緑の演出による魅力

向上に努めます。 

国指定史跡の旧島松駅逓所については本市の歴史を物語る拠点として、自然と調和

した史跡としての整備を図ります。 
 

＜具体施策＞ 
    

●ＪＲ北広島駅西口周辺の土地利用 
      ＪＲ北広島駅西口周辺については、ボールパーク効果による来訪者に対応するため、 

緑や景観に配慮します。 
     
    ●ＪＲ北広島駅からボールパークにかけての魅力向上 
     ＪＲ北広島駅からボールパークにかけては、現状の大切な緑を維持するとともに、緑の 

演出に努めます。 
 

★旧島松駅逓所周辺環境等の整備 
     北海道開拓史上貴重な遺構である旧島松駅逓所の周辺については、地域資源として 

の活用を図るため、史跡旧島松駅逓所整備基本計画等により、自然と調和した周辺 
環境の整備に努めます。 
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基本施策 (3) 人々に緑の豊かさを感じさせる幹線道路、ＪＲ沿線の緑の保全・創出 
 

本市の緑の豊かさを印象づけるために、多くの人々が往来する幹線道路、ＪＲ沿 

線の樹林地や市街地内の緑の保全や緑化に努めます。 
 

＜具体施策＞ 
    

●ＪＲ沿線、幹線道路から見える、豊かな緑の保全 
      ＪＲ沿線や幹線道路から見える樹林地については、今後も保全に努めます。 
       
    ●公共公益施設の緑化 
     官公庁や学校などの公共公益施設の敷地については、市の木や市の花を活用しな 

がら、子どもたちなどの市民参加による緑と花のある美しいまちづくりを推進します。 
 

    ●道路の緑化 
     幹線道路については、市民との協働により、植樹帯を活用した花によるまちづくりを推 

進します。 
 

    ●他市町との境界の河川の緑の保全 
     他市町との境界にある河川沿いの緑については、広域的な視点から重要な緑地とし 

て位置づけし、周辺環境との調和に配慮し保全に努めます。 
 

    ●景観に配慮した街路樹の管理 
     街路樹は、まちの顔・通りの顔となる景観の重要な要素であり、新緑や紅葉など魅力 

ある四季の変化を演出するものであることから、統一された美しさとなるよう、街路樹 
維持管理方針に基づき、適正な管理に努めます。  
 

    ●住宅地の花によるまちづくりの推進 
市民との協働によるオープンガーデン見学会や、花のまちコンクールの開催等を通し 
て、市民に花づくりの楽しさを知ってもらうことにより、住宅地の花によるまちづくりを推 
進します。 
 

    ●民間施設の緑化の推進 
     事業所の敷地については、民間施設における緑化の基準及び協議に関する要綱に 

基づいて緑化を推進します。 
 

★ボールパークアクセス道路周辺の緑の保全 
     ボールパーク建設に関連するアクセス道路周辺において、吸収源や野生動植物の 

生息場所、生育空間の役割を果たす森林や自然環境の保全に努めます。 
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基本施策 (4) シンボルとなる緑の充実 
 

丘陵・傾斜樹林地から見える緑豊かな景観について保全の方策を検討します。 

また、身近な風景の緑視率＊の現状調査の実施や、さくらなどが植栽されている公

園などは、市民の憩いの場として魅力の向上に努めます。 
 

＜具体施策＞ 
    

●眺望景観をつくる緑の保全 
四季折々の自然・田園環境が楽しめる緑豊かな景観については、条例による地域指定 
などを検討し保全に努めます。 
 

●市の木や花の保全 
  市のシンボルとなる市の木や花などの植栽や保全に努めます。 

 

 

 

＜成果指標＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項  目 現況値 目標値 

樹木植栽本数 23,966 本（令和元年度） 
24,100 本以上 

（令和 12年度） 

市の木や花の植栽数 3,292 本（令和元年度） 
3,400 本以上 

（令和 12年度） 

旧島松駅逓所の観覧者数 5,920 人（令和元年度） 
現況値以上 

（令和 12年度） 

花いっぱい運動による自治会等の参加数 147 団体（令和元年度） 
200 団体以上 

（令和 12年度） 

人の視界に占める緑の量の割合。 

 

＊緑視率 

 

 ふれあい公園  
旧島松駅逓所 
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5-6  基本方針 5 制度・体制 

市民と協働で緑づくりを進めるための施策 

 

基本施策 (1) 活動に関わる仕組をつくるとともに、協働の取組を進める 
 
    これからの緑は量を確保する時代から、自然生態系の保全や身近なところで季節を

感じさせる変化に富んだ緑づくりなどの、質を向上する時代に入っています。市民が、

自宅周辺の緑は豊かだと感じる事ができる緑づくりなどを実現するために、市民、事

業者、行政がそれぞれの役割を分担し、協働による緑づくりを推進していきます。 

    協働による緑づくりにあたっては、緑への関心や理解を高め、多様な主体における

情報の共有や、イベント等を通じた連携の強化などにより、担い手を育てること、 

その担い手の緑づくりを支援することなどを検討していきます。 
 

＜具体施策＞ 
    

●緑づくりに対する関心の喚起 
      市民が感じる自宅周辺の緑の豊かさの維持・向上や緑への関心を高めるきっかけを提 

供するため、これまで実施してきた緑化・啓発イベントに加え、新たな活動について検討 
し、様々な機会を通じての情報提供等を進めながら、緑づくりに対する関心の喚起や参 
加意識の向上に繋がる取組に努めます。 
 

    ●緑づくりの担い手育成 
良好な緑を保全、創出する森林管理などの専門的なアドバイスができる知識と経験の 
あるボランティアの人材確保や花づくりの担い手を確保するため、子どもから大人まで 
緑の大切さを学び、緑づくりに積極的に参加する人材を育成できるよう、自然観察会 
や体験学習会の実施など環境教育の推進を図ります。 
 

    ●ボランティア等市民活動の支援と連携 
市民、事業者の自主的な緑づくり活動を支援するために、市民ボランティアやＮＰＯ活 
動に対して情報提供や意見交換を行うとともに、助成などの支援を行います。 
また、市有林を森林ボランティアなどの活動の場として提供します。 
 

   ★気軽に参加できる仕組みづくり 
緑に関する情報の収集、市民の緑に関する知識の普及、緑化活動の参加へのアドバイ 
スなど気軽に市民が緑に接することができる活動場所や仕組みづくりの検討など、市民 
による緑化活動の輪を広めます。 
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基本施策 (2) 保全すべき緑地 
 

現在指定されている地域制緑地は引き続き保全していきます。また、私有林につい

ては、森林環境譲与税を活用した整備・保全に努めます。 
 

＜具体施策＞ 
    

●地域制緑地の保全 
     良好な環境をつくる緑地については、条例等に基づき適切に保全します。 
     
    ★森林環境譲与税による私有林の整備・保全 
     市街地周辺の私有林などは、森林経営管理法に基づく取組を進めるため、森林所有 

者に森林の経営管理に関する意向調査を実施するとともに、森林所有者の理解と協 
力のもと、森林環境譲与税の活用などにより、良好な森林の整備・保全に努めます。 
  

    ●林地開発の指導強化等保全方策の取組 
林地開発行為において、残しておくことを義務付けられた森林や、行為後において植 
樹した森林については、適正に維持管理するよう指導します。 

 

 

 

  

＜成果指標＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項  目 現況値 目標値 

市全体の緑は豊かだと思う割合 89.2％（令和元年度） 現況値維持（令和 12年度） 

お住まい周辺の緑は豊かだと思う割合 76.6％（令和元年度） 80.0％以上（令和 12年度） 

森林ボランティア活動における参加人数 125 人（令和元年度） 150 人以上（令和 12年度） 

緑化イベントへの参加人数 221 人（令和元年度） 250 人以上（令和 12年度） 

 
中学生による自然体験学習  フラワーコンテスト 
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計画（ＰＬＡＮ） 

本計画の策定 

改善（ＡＣＴＩＯＮ） 

本計画の見直し 

実施（ＤＯ） 

施策の計画的な実施 

点検・評価（ＣＨＥＣＫ） 

目標の達成状況の確認 

施策の進捗状況の確認 

5-7  基本方針 6 計画の推進 

計画を推進、管理するための施策 

 

基本施策 (1) 計画の進行管理 
 
   本計画に基づく取組の進行状況について、定期的に全体目標の達成状況を確認しま

す。なお、社会情勢の変化や関係法令の改正、上位関連計画の改定などの動向を踏ま

えて、必要に応じて適宜見直すこととします。 
    

 

●個別目標指標などによる進捗状況の確認 

     計画の進捗状況の確認にあたっては、施策別の目標指標などに基づき行います。 

  

 

基本施策 (2) 計画の評価 
 
   本計画は、マネジメントシステムの基本的な考え方であるＰＤＣＡサイクルにより 

評価・改善します。 
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5-8 持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ） 

  持続可能な開発目標（Ｓｕｓｔａｉｎａｂｌｅ Ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ Ｇｏａｌｓ）（以下 

「ＳＤＧｓ」という。）とは、平成 27年（2015 年）9月の国連サミットにおいて採択さ 

れた、令和 12 年（2030 年）を期限とする先進国を含めた国際社会全体の開発目標です。 

 このＳＤＧｓは、持続可能な世界を実現するための 17 の目標（意欲目標）と 169 の 

ターゲット（行動目標）で構成され、地球上の「誰一人として取り残さない」社会を目

指しており、経済・社会・環境をめぐる広範囲な課題に対する総合的な取組が示されて

います。 

 これを受け、我が国では、平成 28 年（2016 年）5 月に内閣総理大臣を本部長、全国

務大臣を構成員とする「持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）推進本部」が設置され、同年

12 月には、ＳＤＧｓ実施に向けた「持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）実施指針」が決定

されました。この指針では、国が優先的に取り組むべき課題と具体的施策を定めるとと

もに、ＳＤＧｓ推進にあたって、地方自治体が担う役割の重要性を示しています。 

 また、平成 30 年（2018）年 12 月には、北海道において、北海道ＳＤＧｓ推進ビジョ

ンが策定され、道内におけるＳＤＧｓの主流化や多様な主体が連携・協働した取組を促

進し、北海道全体でＳＤＧｓの推進を図ることとしていることから、緑の基本計画にお

いても、ＳＤＧｓの 17のゴールに向けた取組につなげていきます。 

 なお、基本方針ごとに、どの目標に貢献するのかをアイコンで示しています。 
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●● 都市公園の分類 ●● 
 

 

区分・名称 定     義 

基 

幹 

公 

園 

基 

幹 

公 

園 

 

住区基幹 

公  園 

 

街区公園 
主として街区内に居住する者の利用に供することを目的とする公園で、

面積 0.25ha を標準として配置する。 

近隣公園 
主として近隣に居住する者の利用に供することを目的とする公園で、面

積 2ha を標準として配置する。 

地区公園 
主として徒歩圏内に居住する者の利用に供することを目的する公園で、

面積 4ha を標準として配置する。 

都市基幹 

公  園 

総合公園 
都市住民全般の休息、鑑賞、散歩、遊戯、運動等総合的な利用に供する

ことを目的とする公園で、都市規模に応じ 1 箇所当たり面積 10～50ha

を標準として配置する。 

運動公園 
都市住民全般の主として運動の用に供することを目的とする公園で、都

市規模に応じ 1 箇所当たり面積 15～75ha を標準として配置する。 

広域公園 
主として一の市町村の区域を超える広域のレクリエーション需要を充 

足することを目的とする公園で、地方生活圏等広域的なブロック単位 

ごとに 1 箇所当たり面積 50ha 以上を標準として配置する。 

特殊公園 
風致公園、動植物公園、歴史公園、墓園等特殊な公園で、その目的に則

し配置する。 

緩衝緑地 

大気汚染、騒音、振動、悪臭等の公害防止、緩和若しくはコンビナート

地帯等の災害の防止を図ることを目的とする緑地で、公害、災害発生源

地域と住居地域、商業地域等とを分離遮断することが必要な位置につい

て公害、災害の状況に応じ配置する。 

広場公園 
市街地の中心部の商業・業務系の土地利用がなされている地域における

施設の利用者の休憩のための休養施設、都市景観の向上に資する修景施

設等を主体に配置する。 

都市緑地 

都市の自然的環境の保全並びに改善、都市の景観の向上を図ることを目

的とする緑地であり、1 箇所当たり面積 0.1ha 以上を標準として配置

する。但し、既成市街地等において良好な樹林地等がある場合あるいは

植樹により都市に緑を増加又は回復させ都市環境の改善を図るために

緑地を設ける場合にあってはその規模を 0.05ha 以上とする。 

緑  道 

災害時における避難路の確保、都市生活の安全性及び快適性の確保を図

ることを目的として、近隣住区又は近隣住区相互を連絡するように設け

られる植樹帯及び歩行者路又は自転車路を主体とする緑地で幅員 10～

20m を標準として、公園、学校、ショッピングセンター、駅前広場等を

相互に結ぶよう配置する。 

都 市 林 

市街地及びその周辺部においてまとまった面積を有する樹林地等にお 

いて、その自然環境の保護、保全、自然的環境の復元を図れるよう充分 

に配慮し、必要に応じて自然観察、散策等の利用のための施設を配置 

する。 
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●● 緑のまちづくり審議会 ●● 
 

●北広島市緑のまちづくり審議会開催状況 

年 度 年  月 内   容 
 

平成 30 年度

（2018 年度） 

 

平成30 年（2018 年） 9 月 

平成31 年（2019 年） 3 月 

 

緑の基本計画の策定について（スケジュール） 

緑の基本計画アンケート調査の実施について 

 

令和元年度

（2019 年度） 

 

令和元年（2019 年） 5 月 

6 月 

令和元年（2019 年）12 月 

 

 

 

 

令和 2 年（2020 年） 3 月 

 

緑の基本計画アンケート調査票について 

Ｈ29 緑の基本計計画の進捗状況について 

緑の基本計画アンケート調査結果について 

本市の緑の課題及び課題検討等について 

緑の基本方針及び目標の考え方（たたき台） 

緑の基本計画整備目標の総括表 

Ｈ30 緑の基本計計画の進捗状況について 

緑の基本計画骨子案について（中止） 

 
 

令和 2 年度

（2020 年度） 

 

令和 2 年（2020 年） 8 月 

10 月 

令和 3 年（2021 年） 1 月 

           2月 

 

緑の基本計画素案について 

緑の基本計画原案について 

緑の基本計画案について（諮問） 

緑の基本計画案について（答申） 

 

 

 

●北広島市緑のまちづくり審議会委員（敬称略）  平成 30 年 9 月～令和 3 年 2 月 

役 職 氏  名 区  分 

会 長 柿澤 宏昭 学識経験者 

職務代理者 金子 正美 学識経験者 

委 員 愛甲 哲也 学識経験者 

委 員 荒井 大陽 市民代表 

委 員 伊藤  緑（Ｒ2.5～） 市民代表 

委 員 蕪木 清文 専門技術者 

委 員 川瀬 理香 市民代表 

委 員 佐藤 廉之（～Ｒ2.4） 専門技術者 

委 員 下屋敷 義政 学識経験者 
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●● 用語解説 ●● 
 

   

 

アジェンダ・・・P5 

実施すべき計画。特に、国際的な取り組みについての行動

計画。 

 

エコロジカルネットワーク・・・P26.32 

野生生物が生息・生育する核となる公園緑地と、移動空間

となる道路緑地や河川で構成される回廊（コリドー）が、有

機的につながる生態系のネットワークのこと。 

 

オープンガーデン・・・P12.56 

個人やお店などが自分で手入れしている庭を一定の期間公

開すること。 

 

オープンスペース・・・P26.36 

公園・広場・河川・農地など建物によって覆われていない土

地。あるいは敷地内の空地の総称。 

 

NPO・・・P23.27.58 

英語の Non-Profit Organization の略。営利を目的とし

ない民間組織。 

 

 

 

観光農園・・・P34.51 

農業に関わる様々な体験を通して、人びとが楽しみながら農

業への理解を深めるとともに、消費者と生産者の交流の場と

もなる農園。 

 

緩衝緑地・・・P32.64 

都市計画で大気汚染、騒音、振動、悪臭等の公害の防止

を図ることを目的として、公害、災害発生源地域と背後の一

般市街地とを分離遮断するために設けられる緑地。 

 

環状グリーンベルト・・・P10 

札幌市の自然条件を活かしながら、拠点となる公園を配置

し、札幌のまちをみどりの帯で囲む構想。 

 

寒地稲作発祥の地の碑・・・P8 

不可能と言われた北海道での稲作を成功させた中山久蔵

の功績を讃えて建つ記念碑。寒地稲作の祖と呼ばれてお

り、その功績を現代に伝えている。 

 

北広島市総合計画（第 6 次）・・・P2.28 

市町村の基本構想及び基本計画などの総称。 

 

あ行 

 

 

か行 

 

 

北広島市都市計画マスタープラン（第 2 次）・・・P2 

市町村の都市計画に関する基本的な方針の総称。 

 

北広島市にふさわしいコンパクト・プラス・ネットワーク 

・・・P5 

市全体からみて市街地を集中的にまとめるのではなく、5 つに

分かれている市街地を適切な規模に設定し、集積を高める

ことにより広がりを抑え、利便性の高い市街地を形成するとい

う考え方。 

 

北広島レクリエーションの森・・・P15.26 

林野庁が全国の国有林の中から、広く国民に森林レクリエー

ションの場として提供している森林。北広島レクリエーションの

森は、江別市から北広島市に広がる野幌丘陵地に存在し

ており、森林スポーツ林に区分されている。 

 

旧島松駅逓所・・・P8.16.27.38.41.45.46.52.55.57 

駅逓所は、人馬を設置し、荷物や文書を引き継いで輸送し

ていく中継所のこと。島松駅逓所は、明治 6 年（1873

年）、札幌本道（国道 36 号）開通の際、沿道の島松に

設置された。道内に残る最古の駅逓所として、昭和 59 年

（1984 年）に国指定史跡となった。 

 

旧島松駅逓所保存活用計画・・・P16 

国指定史跡である、旧島松駅逓所の今後の保存と活用を

将来的に考えた計画。 

 

吸収源・・・P26.48.56 

大気中の二酸化炭素などの温室効果ガスを吸収し、比較

的長期間にわたり固定することのできる森林や海洋などのこ

と。 

 

協働・・・P6.12.18.22.28.44.52.56.58.61 

多様な活動団体や組織が、同じ目標を共有し、それぞれの

特性を生かし、対等の立場で協力し共に活動すること。 

 

公園里親制度・・・P12 

市民や町内会、企業、学校などが、公園を養子にみたてて、

愛情と責任を持って清掃、美化する制度。 

 

公園施設長寿命化計画・・・P15.51 

計画的な各公園施設の補修、更新を目的とし、公園施設

状況の把握、安全面の確保、効率的・効果的な施設の維

持管理を実施する計画。 
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●● 用語解説 ●● 
 

 

 

 

  

公募設置管理制度(Park‐PFI)・・・P5.26.45.46.51 

平成 29 年（2017 年）の都市公園法改正により新たに

設けられた制度。飲食店、売店等の公園利用者の利便の

向上に資する公募対象公園施設の設置と、当該施設から

生じる利益を活用してその周辺の園路、広場等の一般の公

園利用者が利用できる特定公園施設の整備・改修を一体

的に行うものを、公募により選定する制度。 

 

クラーク記念碑・・・P8 

札幌農学校教頭 W.S.クラークが明治 10 年（1877 年）

4 月に帰国の際、「ボーイズ・ビー・アンビシャス」の言葉を残し

た地である、旧島松駅逓所のそばに建つ記念碑。 

 

グリーンインフラ・・・P16.44.45.46.48.54 

社会資本整備や土地利用等のハード・ソフト両面において、

自然環境が有する多様な機能（生物の生息・飼育の場の

提供、良好な景観形成、気温上昇の抑制等）を活用し、

持続可能で魅力ある国土づくりや地域づくりを進めるもの。 

 

コリドー・・・P48 

緑の回廊（生態的な回廊）。道路緑化や河川などの植物

群落や首位記の連続性を保全することにより、野生生物の

生息空間を確保するもの。 

 

 

 

サイクリングネットワーク・・・P15.34 

道道札幌恵庭自転車道線を軸に、近隣市町や市内のレク

リエーション施設などを歩行者・自転車道路で結ぶネットワー

ク。ただし、全ての路線が自転車歩行者専用道路というわけ

ではなく、一般道路を利用する路線を含む。 

 

市街化区域・・・P10.28 

都市計画区域内で、すでに市街地を形成している区域及び

おおむね 10 年以内に優先的かつ計画的に市街化を図るべ

き区域。 

 

市街化調整区域・・・P28 

都市計画区域内で、市街化を抑制すべき区域。 

 

 

 

 

 

 

 

 

持続可能な開発目標（SDGｓ）・・・P2.5.61 

英語の Sustainable Development Goals（持続可能

な開発目標）の略。2015 年 9 月の国連サミットで採択さ

れた 2030 年までの国際目標であり、持続可能な世界を実

現するための 17 のゴール・169 のターゲットから構成されてい

る。 

 

市民農園・・・P23.26.34.41.51 

住民の方々がレクリエーションとしての自家用野菜、花の植

栽、高齢者の生きがいづくり、地域交流のなどの多様な目的

で、小面積の農地を利用して野菜や花を育てるための農

園。 

 

親水空間・・・P23.34.45.50.52 

治水機能だけではなく、水辺で遊んだり、河川沿いを散策し

たりする、水に親しむ機能を持った空間。 

 

森林環境譲与税・・・P11.14.19.23.26 

45.46.48.49.59 

適切な森林の整備等を進めるために、国から市町村や都道

府県に対して譲与されるもの。令和元年度（2019 年度）

から譲与が開始された。 

 

水源涵養保安林・・・P12.41.47.54 

水源を保ち育て，河川流量を調節するための森林。 雨水

を一時に流出させず，常に一定量をたくわえるので水資源の

確保や水害防止に役立っている、森林法第 25 条第 1 項

第 1 号に規定される森林。 

 

水源涵養林・・・P8 

水源を保ち育て，河川流量を調節するための森林。 雨水

を一時に流出させず，常に一定量をたくわえるので水資源の

確保や水害防止に役立っている。 

 

生物多様性・・・P5.11.14.23.32.40.48 

自然の生態系を構成する動物、植物、微生物などが豊かな

生物種の多様性とその遺伝子の多様性など、さまざまな多

様性を持つ生態系概念。 

 

 

 

第 3 次北広島市環境基本計画・・・P2 

総合的な環境の保全と創造を示した計画。 
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●● 用語解説 ●● 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

多世代型公園・・・P26 

子どもから高齢者まで幅広い世代が利用できる魅力ある公

園。 

 

地域制緑地・・・P19.45.59 

公有地、私有地の良好な緑地を法律や条例、要綱等の制

度によって保全している場所。 

 

地区公園・近隣公園・街区公園・都市緑地・・・P34 

P64 都市公園の分類参照。 

 

道道札幌恵庭自転車道線・・・P34.45.50.51 

札幌市中央区北 2 条東 20 丁目地先から JR 恵庭駅まで

の約 32km の自転車・歩行者専用道路。 

 

特定外来生物・・・P26.45.48 

外来生物（海外起源の外来種）であって、生態系、人の

生命・身体、農林水産業へ被害を及ぼすもの、又は及ぼす

恐れがあるものの中から「特定外来生物による生態系等に

係る被害の防止に関する法律」により指定されているもの。 

 

特別天然記念物野幌原始林・・・P8.41.47 

国宝及び重要文化財指定基準並びに特別史跡名勝天然

記念物及び史跡名勝天然記念物指定基準により定めら

れ、北広島市西の里外に存在している。 

 

特別緑地保全地区・・・P12.41.47 

都市における良好な自然的環境となる緑地において、建築

行為など一定の行為の制限などにより現状凍結的に保全す

るため、都市計画法における地域地区として、市町村

（10ha 以上かつ２以上の区域にわたるものは都道府県）

が計画決定を行う。 

 

都市計画区域・・・P10.28 

都市計画法その他関係法令の適用を受ける土地の区域

で、中心の市街地を含み、かつ自然的・社会的条件、人

口・土地利用・交通量などの現況・推移を勘案し、一体の

都市として総合的に整備、開発及び保全する必要がある区

域。 

 

都市公園・・・P5.6.29.44.51 

P64 都市公園の分類参照。 

 

 

 

 

 

 

 

パブリックコメント・・・P6 

政策等の案を広く公表して市民の皆様から意見を募集し、

その意見を参考にして政策等の意思決定を行うとともに、意

見に対する市の考え方を公表する一連の手続き。 

 

東の里遊水地・・・P15.26.32.34.36.40 

                       41.45.48.50.53 

千歳川流域の水害対策として、洪水時に、河川から水を流

入させて一時的に貯留し、流量の調節を行うため、本市の

東の里地区に整備された治水対策施設。 

 

防風保安林・・・P36.40.41.45.54 

風に抵抗して、そのエネルギーを減殺・撹乱することにより風

速を緩和し、風害を防止するため、林冠をもって障壁を形成

している林。 

 

ボールパーク・・・P6.14.15.16.23.26.27.34 

                    41.45.46.47.48.51.55.56 

きたひろしま総合運動公園に整備される、35,000 人収容

規模の新球場を核とした地域の総称。 

 

ポスト愛知ターゲット・・・P5 

2010 年に名古屋市で開催した COP10 で採択された「愛

知目標」が、2020 年で最終年をむかえたことから、COP15 

において定める目標。 

 

PDCA サイクル手法・・・P27.45 

計画（Plan）、実行（Do）、評価（Check）、改善

（Action）の順に実施し、このプロセスを繰り返すことで、業

務の改善・向上などを図っていく手法。 
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